
 

                

７
月
１
日
（
土
）、
小
雨
の
降
り
し
き

る
中
、
東
京
日
比
谷
の
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
48
回
静

中
静
高
関
東
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
163
名
の
同
窓
生
が

集
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の
視
聴
と
合
わ
せ
、

177
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
100
期
が
幹
事
を
務
め
、
総

会
、
講
演
会
、
そ
し
て
４
年
ぶ
り
の
懇

親
会
に
加
え
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
配
信
の
４
本
柱
で
、
従
来
の
総
会
に

戻
り
な
が
ら
も
新
し
い
総
会
の
形
を
提

案
す
る
「
新
・
原
点
回
帰
」
を
テ
ー
マ

に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

     

総
会
の
冒
頭
、関
東
同
窓
会
の
杉
山
順

一
会
長
（
84
期
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
盛

大
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
同
窓

生
へ
の
感
謝
と
準
備
に
携
わ
っ
た
幹
事

期
へ
の
労
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
来
賓
と
し
て
母
校
・
織
田
敦
校
長
を

は
じ
め
、
静
中
静
高
同
窓
会
・
松
村
友
吉

会
長（
88
期
）、三
浦
俊
一
事
務
局
長（
89

期
）、関
西
支
部
・
久
住
和
茂
副
会
長（
84

期
）、
中
部
支
部
・
加
藤
政
幸
会
長
（
91

期
）、
そ
し
て
静
高
野
球
部
後
援
会
よ
り

河
村
卓
利
会
長
（
96
期
）
の
６
名
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
代
表
と
し
て
挨

拶
さ
れ
た
織
田
校
長
か
ら
は
、
４
月
の
着

任
か
ら
印
象
に
残
っ
た
こ
と
と
し
て
仮

装
を
挙
げ
、
想
像
力
と
創
造
力
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
及
び
課
題
解
決
能
力

を
養
う
素
晴
し
い
行
事
で
あ
る
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、
昨
年
度
事
業
報
告
及
び
今
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
・
審
議
が
行

わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
続
き
、
河
村
静
高
野
球
部
後
援
会

長
か
ら
野
球
部
の
近
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

   
    

続
い
て
起
業
家
で
あ
る
100
期
の
久
保

田
明
史
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
氏
は
自
ら
の
起
業
人
生
を
振
り
返

り
、
「
信
頼
こ
そ
が
財
産
」、
人
と
人
と
の

関
わ
り
方
が
起
業
に
生
き
て
く
る
と
い
う

主
旨
で
講
演
さ
れ
、
参
加
者
の
共
感
を
得

て
い
ま
し
た
。
講
演
後
は
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
、
大
変
好
評
な
講
演
と
な
り
ま
し

た
。 

 
懇
親
会
は
、
都
合
に
よ
り
近
年
利
用
し

て
い
た
隣
接
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な
く
、

続
け
て
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。
速
や

か
に
且
つ
安
全
に
配
置
転
換
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
当
初
は
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

幹
事
期
・
副
幹
事
期
（
101
期
）
総
動
員
で

椅
子
の
撤
収
な
ど
模
様
替
え
に
臨
み
ま
し

た
が
、
参
加
者
の
皆
様
の
積
極
的
な
お
手

伝
い
の
お
か
げ
で
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
形
式

へ
の
早
替
わ
り
が
実
現
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

松
村
同
窓
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声

で
始
ま
り
、
会
場
に
い
く
つ
も
の
歓
談
の

輪
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
、
会
場
に
い
た

野
球
部
Ｏ
Ｂ
５
名
が
登
壇
す
る
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
100
期
應
援
指

導
部
で
あ
る
筆
者
の
指
揮
で
、
希
望
の
歌
、 

 

                      逍
遙
歌
、
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、
盛
り

上
が
り
も
最
高
潮
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
幹
事
期
も
い
よ
い
よ
３
桁
に
突
入
し
ま
し

た
。
来
年
は
101
期
が
幹
事
期
と
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
準
備
さ
れ
、
来
年
も
今
年
以
上

に
盛
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
関
東
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
念
し
て
い
ま
す
。 

 

 

今
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
ど
う
す
る
家

康
』
の
恩
恵
を
受
け
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
故
郷
静
岡
。
一
過
性
の
盛
り
上
が
り
に
終

わ
ら
ず
現
実
的
な
未
来
を
描
い
て
い
る
三
名

の
会
員
に
ご
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

◆
５
頁
 
谷
川
良
英
（
101
期
） 

「
ス
ポ
ー
ツ
で
静
岡
を
元
気
に
／
異
業
種
交

流
会
講
演
要
旨
」 

◆
８
頁
 
高
田
彩
実
（
120
期
） 

「
豊
か
な
環
境
の
も
と
人
と
共
に
成
長
す
る

静
岡
市
」 

◆
９
頁
 
酒
井
優
一
（
120
期
） 

「
静
岡
の
転
出
超
過（
人
口
減
少
）に
つ
い
て
」

 

卬高 
 

2
頁
 
講
演
後
記
 
久
保
田
明
史
（
100
期
）
３
頁
 
総
会
ア
ル
バ
ム
集

4
頁
 
各
期
幹
事
会
案
内
、
現
役
生
ツ
ア
ー
 
５
頁
 
異
業
種
交
流
会 

6
〜
7
頁
 
教
育
講
演
会
レ
ポ
ー
ト 

8
〜
9
頁
 
特
集
「
ど
う
な
る
静
岡
」
〜
故
郷
静
岡
の
今
と
未
来
〜 

9
頁
「
時
代
考
証
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
若
桜
木
虔
（
81
期
） 

11
頁
「
戦
い
と
平
和
の
う
ず
ま
き
」
中
川
素
子
（
77
期
） 

11
頁
「
類
は
友
を
呼
ぶ
」
浦
田
彰
（
71
期
） 

12
頁
 
４
年
ぶ
り
の
岩
手
ツ
ア
ー
 
永
田
俊
介
・
日
下
淳
（
92
期
） 

13
頁
 
岳
南
球
友
会
 
松
永
啓
（
94
期
）
 
14
頁
 
事
務
通
信 
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100
期
関
東
代
表

  

恒
光  

隆
法

特
集
「
ど
う
な
る
静
岡
」

～
故
郷
静
岡
の
今
と
未
来
～



100
期　

久
保
田  

明
史

   
           

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
い
う
同
窓

会
総
会
で
会
場
に
は
163
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視

聴
も
含
め
る
と
177
名
の
の
方
が
参
加
さ

れ
、
大
変
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は
「
自
ら
道
を
切

り
拓
く
。
起
業
家
人
生
と
起
業
の
ス
ス
メ
」

で
す
。
私
は
い
わ
ゆ
る
シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
で
す
が
、
２
人
の
子
ど
も
が

三
つ
の
難
病
と
な
り
、
大
変
辛
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
が
事
業
を
推

進
す
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
人
生
で

の
学
び
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
人
生
の
振
り
返
り
と
学
び
に
つ
い

て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
中
の
一
つ
は
、

「
信
頼
は
、
お
金
に
も
勝
る
財
産
。
信
頼

を
裏
切
ら
な
い
。
絶
対
に
」
と
い
う
こ
と

で
す
。 

                   

創
業
１
年
目
に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
が
仕
事
を
放
り
出
し
、
本
来
３
週
間
か

か
る
仕
事
を
１
週
間
で
納
品
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

信
用
が
な
い
会
社
で
す
し
、
絶
対
に
納
期

遅
れ
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
は
徹
夜
の
連

続
で
仕
上
げ
、
無
事
納
品
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
１
週
間
の
ト
ー
タ
ル
睡
眠
時
間
は

２
時
間
で
し
た
。
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
こ

と
、
こ
れ
が
人
生
で
一
番
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

起
業
の
心
得
と
し
て
は
、
志
を
持
つ
こ

と
、
専
門
性
を
持
つ
こ
と
、
常
に
イ
ン
プ

ッ
ト
し
て
磨
き
続
け
る
こ
と
、
お
金
で
は

な
く
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
を
挙
げ
ま

し
た
。 

現
在
、
ア
イ
ス
リ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
と
い

う
会
社
で
遠
隔
地
で
も
安
全
に
リ
ハ
ビ

リ
が
で
き
る
新
規
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。
欧
米
に
は
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
当
社
が
初

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
費
抑
制
、
健

康
寿
命
延
伸
と
い
う
国
家
課
題
に
貢
献

す
る
も
の
で
あ
り
、
普
及
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

講
演
を
終
え
て
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
後

輩
と
お
話
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
お
付

き
合
い
に
発
展
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
今
回
の
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
リ
ア
ル
開
催
＋
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
こ
と
で
会
場
設
営
、
運
営
も
大
変

で
し
た
。
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た
同
期

生
、
同
窓
生
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

Ｑ
 
自
分
も
起
業
し
て
い
る
が
起
業
を

す
る
に
あ
た
り
、
志
が
大
事
と
思
わ
れ
た

き
っ
か
け
は
何
か
？
ま
た
そ
れ
は
事
業

に
ど
う
影
響
す
る
か
？
（
27
歳
） 

Ａ
 
30
歳
頃
の
自
己
分
析
で
自
分
に
は

物
欲
が
な
く
名
誉
欲
が
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。こ
れ
は
書
籍『
７
つ
の
習
慣
』

を
読
ん
だ
際
「
自
分
の
葬
式
を
思
い
浮
か

べ
な
さ
い
」
と
あ
り
、
世
の
中
の
役
に
立

つ
こ
と
を
や
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

世
の
中
の
欲
と
自
分
の
欲
が
一
致
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。 

 

Ｑ
 
今
日
の
お
話
は
、
起
業
に
お
い
て
の

技
術
的
な
事
で
は
な
く
、
考
え
方
を
伺
え

て
と
て
も
良
か
っ
た
。
事
業
リ
ス
ク
、
特

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
や
る
場
合
、
ど
う
お
考
え

か
？
（
66
歳
） 

Ａ
 
リ
ス
ク
の
原
則
は
、
大
き
な
リ
タ
ー

ン
を
得
た
け
れ
ば
大
き
な
リ
ス
ク
を
負

う
ハ
イ
リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
だ
と
思

う
。
た
だ
最
近
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
起
業
を
は

じ
め
ロ
ー
リ
ス
ク
で
の
ス
タ
ー
ト
、
副
業

で
の
ス
タ
ー
ト
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
ロ
ー
リ
ス
ク
で
も
ハ
イ
リ
タ

ー
ン
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
昔
と
比

べ
る
と
本
当
に
起
業
し
や
す
く
な
っ
た

と
感
じ
る
。
今
、
手
掛
け
て
い
る
リ
モ
ー

ト
リ
ハ
ビ
リ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指

す
こ
と
は
相
当
な
リ
タ
ー
ン
が
あ
る
と

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
最
悪
の
場
合
、

自
己
破
産
と
な
る
。
で
も
深
刻
に
考
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
を
恐
れ
て

縮
こ
ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
。
前
へ

進
む
こ
と
を
志
し
て
い
る
。 

 

Ｑ
 
こ
の
４
月
に
入
社
し
た
。
今
日
、
信

頼
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
が
、
新
卒
の
私
達
に
向
け
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
い
た
い
。 

Ａ
 
自
分
は
誰
よ
り
も
働
い
た
自
負
が

あ
る
。
自
分
の
仕
事
を
や
る
こ
と
は
当
然
、

だ
ん
だ
ん
仕
事
の
幅
が
広
が
っ
て
く
る

と
、
他
部
署
な
ど
か
ら
直
接
関
係
な
い
仕

事
が
飛
び
込
ん
で
来
る
が
、
絶
対
に
断
ら

ず
に
や
る
こ
と
に
努
め
た
。
ま
た
、
公
私

と
も
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
徹
底

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。 

             

      

【
一
号
議
案
】
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告 

前
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
ま
た
竹
田
監
事
よ
り
決
算
が
適

正
に
行
わ
れ
た
旨
の
監
査
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。 

【
二
号
議
案
】
事
業
・
予
算
計
画 

 

 

 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
費
・
お
問
合
せ
」

メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
と
「
ココ
ンン
タタ
クク
トト
」
に

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
） 

         

＜＜問い合わせメニューからご意見できます＞＞ 

 

今
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算
案
の
主

旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
号
議
案
・
二
号
議
案
共
、
過
半
数
の

賛
成
が
得
ら
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
理
解
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の

点
や
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、３
６
５
日
い

つ
で
も
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

会
場
で
の
質
疑
応
答
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講
演
後
記

総
会
議
事
報
告
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●
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『
自
ら
道
を
切
り
拓
く
。

　
起
業
家
人
生
と

　
　
　
起
業
の
ス
ス
メ
』



                                      

                                   

                                   

                                   

                   

区
男
女 

               

 

 

久しぶりの再会を悦びつつ、受付準備 美しいＷＥＢ配信。大活躍のＩＴチーム 134期、135期の元静高野球部は注目の的 

SNSを通じて初参加の方々が多かったです。また来てください 

議長・杉山会長と進行・桒原副会長で議事進行 起業家・久保田氏のストーリーに聴き入る皆さん 

パーティ会場へ瞬時（5分）の配置転換成功。お見事でした 

母校の様子を話してくださった織田校長先生 

社会人2年生の132期と、最高齢66期は66歳差！ 元野球部の皆さんに近況を報告していただきました 緊張の司会もあと少し。がんばれ！ 

締めくくりは100期関東代表・応援指導部が自ら 逍遥歌で大団円 心を一つに校歌斉唱。また元気にお会いしましょう 

（3）	 　静中静高関東同窓会会報　	 2023年12月1日　第96号



  
             

４
年
前
の
開
催
を
最
後
に
毎
年
中

止
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
度

は
、皆
さ
ん
と
心
お
き
な
く
懇
親
が
で

き
る
よ
う
昨
夏
の
懇
親
会
と
同
様
に

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
の
パ
ー
テ
ィ
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。各
期
幹
事
以
外

の
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
  

夏
の
懇
親
会
よ
り
規
模
は
小
さ
く

な
り
ま
す
が
、
個
々
で
、
部
活
の
先
輩

後
輩
同
士
で
、経
験
／
未
経
験
の
総
会

幹
事
期
で
、情
報
交
換
や
交
流
が
楽
し

く
じ
っ
く
り
と
で
き
る
機
会
で
す
。関

東
同
窓
会
に
興
味
の
あ
る
非
会
員
の

同
期
の
方
も
是
非
お
連
れ
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
概
要
】 

日
時
：
２
０
２
４
年
２
月
24
日（
土
）

13
時
半
〜
16
時 

会
場
：
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル 

 
 
 
10
階
ホ
ー
ル 

会
費
：
５
千
円
（
当
日
、
受
付
に
て
） 

       

【
石
山
建
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

昭
和
35
年
、
甲
子
園
春
夏
連
続
出
場

（
３
番
シ
ョ
ー
ト
、
キ
ャ
プ
テ
ン
）、

夏
準
優
勝
。早
稲
田
大
、日
本
石
油（
い

ず
れ
も
野
球
部
３
番
シ
ョ
ー
ト
）を
経

て
、
昭
和
49
年
、
早
稲
田
大
学
野
球

部
監
督
に
就
任
、春
季
リ
ー
グ
戦
お
よ

び
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
で
優
勝

に
導
く
。
昭
和
60
年
、
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
監
督
に
就
任
。
平
成
元
年
、
都
市

対
抗
野
球
大
会
で
日
本
一
に
。平
成
７

年
、
長
嶋
監
督
の
招
聘
で
、
読
売
巨
人

軍
編
成
部
長
（
〜
11
年
）。
現
在
も
全

国
の
中
学
生
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
、高
校
の

野
球
指
導
に
奔
走
し
尽
力
。 

 

そ
の
他
コ
ン
テ
ン
ツ 

・
幹
事
期
（
101
期
）・
講
演
者
紹
介 

 

・
校
歌
・
逍
遥
歌
斉
唱 
             

★
申
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ 

Google

フ
ォ
ー
ム
、
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
け
ま
す
。 

（
１
）Google

フ
ォ
ー
ム
で
申
込
み 

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
専
用
フ
ォ
ー

ム
に
入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

                

（
２
）
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

左
記
を
記
述
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

① 

期 

② 

氏
名 

③ 

連
絡
先 

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か 

電
話
番
号
） 

  

★
締
切
日
は
設
け
ま
せ
ん
が
、 

な
る
べ
く
早
め
の
申
込
み
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
★
個
人
情
報
は
、
同
窓
会
の 

各
イ
ベ
ン
ト
の
連
絡
の
み
に 

使
用
し
厳
重
に
保
管
し
ま
す
。 

 

★
こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
イ
ベ
ン
ト

申
込
み
等
を
し
て
い
た
だ
い
た
際
、 

〝
関
東
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

「
希
望
す
る
」〞
と
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
、ご
案
内
の
一
斉
メ
ー
ル
送
信
を

し
ま
す
。
各
期
幹
事
（
関
東
と
り
ま
と

め
）の
皆
さ
ま
か
ら
も
同
期
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
て
お
声
か
け
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

  

 

母
校
静
高
で
は
、生
徒
た
ち
の
よ
り

現
実
的
な
進
路
選
択
の
参
考
に
と
毎

年
、
１
・
２
年
生
を
対
象
に
夏
休
み
を

利
用
し
て
一
泊
二
日
の
都
内
各
所
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
に
よ
る

中
断
を
経
て
昨
年
再
開
し
、今
年
度
は

関
東
同
窓
会
の
杉
山
順
一
会
長
に
企

画
調
整
の
協
力
要
請
が
あ
り
、左
記
概

要
に
て
実
施
さ
れ
た
。 

８
月
24
日（
木
） 

・
生
徒
68
名
、
大
型
バ
ス
２
台
出
発 

・
東
証
ア
ロ
ー
ズ
見
学 

          

〈
講
義
〉 

▼
証
券
市
場
の
仕
組
み
と
役
割 

▼
金
融
庁
 
業
務
概
要
説
明 

▼
金
融
経
済
教
育 

・
ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
宿
泊 

交
流
会 

３
Ｆ
平
安
（1

9
:
0
0
-
2
0
:
3
0

） 

 
【
東
京
大
学
現
役
生
５
名
】水
島
愛
佳

（
137
期
）、
王
振
德
（
137
期)

、
美
和

侑
磨（
137
期
）、西
川
格
史（
138
期
）、

田
代
悠
（
139
期
） 

８
月
25
日（
金
） 

・
東
大
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
授
業 

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー  

 

後
輩
た
ち
へ
ア
ド
バ
イ
ス 

全
国
的
に
記
録
的
な
猛
暑
が
続
く

夏
の
夜
、交
流
会
に
先
輩
７
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
経
験
談
を

熱
く
語
っ
た
。医
師
２
名
は
ス
ラ
イ
ド

を
そ
れ
ぞ
れ
準
備
し
て
お
り
、医
学
生

及
び
医
師
と
し
て
こ
れ
ま
で
辿
っ
て

来
た
経
緯
や
職
場
・
仕
事
内
容
の
説
明
、

高
校
時
代
の
過
ご
し
方
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
分
か
り
易
い
説
明
を

行
っ
て
い
た
。
質
疑
は
、
医
師
と
し
て

の
心
構
え
や
奨
学
金
、健
康
体
力
維
持

法
な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。 

  
                   

窪田誠さん（97期） 小澤靖弘さん（97 期） 

各期幹事会 
参加申込フォーム 【【メメーールル】】sshhiizzuukkookkaannttoo＠＠ggmmaaiill..ccoomm  

【【ＦＦＡＡＸＸ】】００３３－－５５２２１１７７－－００３３００１１  

 

 

 

東証アローズの見学歓迎メッセージ 

77
期
・
静
高
野
球
部
・
石
山
建
一
氏

を
お
招
き
し
、
母
校
野
球
部
に
つ
い

て
の
談
話
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
お
話
が
聴
け
る
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
！ 

・
岳
南
球
友
会
ほ
か
大
人
の
部
活
動

【
医
師
２
名
】
小
澤
靖
弘
（
97
期
）

聖
路
加
国
際
病
院 

歯
科
口
腔
外
科
、

窪
田
誠
（
97
期
）
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
葛
飾
医
療
セ
ン
タ
ー 

整
形
外
科 
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各
期
幹
事
会
の
ご
案
内

２
月
24
日（
土
）
13
時
半

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

静
高
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ツ
ア
ー

　
　

交
流
会
で
先
輩
Ｏ
Ｂ
が

　
　
　
　

熱
意
と
経
験
を
シ
ェ
ア



生
徒
た
ち
は
予
め
、文
系
理
系
を
意

識
し
な
が
ら
、ど
の
先
輩
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
グ
ル
ー
プ
に
す
る
か
決
め
て
い
て
、

前
半
後
半
の
二
部
で
そ
れ
ぞ
れ
話
を

聞
き
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の
文

字
通
り
将
来
像
を
よ
り
明
確
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。い
つ
の
日

か
彼
ら
が
上
京
し
、こ
の
日
の
思
い
出

を
関
東
同
窓
会
に
来
て
語
っ
て
く
れ

る
日
を
楽
し
み
に
し
た
い
。（
編
集
委

員
・
中
沢
京
子
記
） 

                             

                                        

     

第
32
回
異
業
種
交
流
会
が
10
月
６

日
、日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
82
期
か
ら
134
期
ま
で
の
25
名
が

出
席
し
た
。フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
は

静
岡
市
東
京
事
務
所
長
の
谷
川
良
英

氏
で「
ス
ポ
ー
ツ
で
静
岡
市
を
元
気
に
」

が
テ
ー
マ
。楽
し
く
熱
の
こ
も
っ
た
お

話
に
全
員
が
惹
き
付
け
ら
れ
た
。 

 

スス
ポポ
ーー
ツツ
でで
静静
岡岡
市市
をを
元元
気気
にに  

                   
静
岡
市
は『
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
』

を
目
標
に
掲
げ
、市
民
の
健
康
で
豊
か

な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。ス

ポ
ー
ツ
は「
す
る
」だ
け
で
な
く
、「
観

る
」
楽
し
み
や
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
よ
う
に
「
支
え
る
」
こ
と
に
よ
り
好

循
環
や
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、独
自
の

静
岡
型
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
・
ラ
イ
フ
が

完
成
す
る
。 

静
岡
市
に
は
７
つ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
チ
ー
ム
が
あ
り
活
躍
し
て
い
る
。サ

ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
「
清
水
エ
ス
パ
ル

ス
」、女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｗ
リ
ー
グ「
シ

ャ
ン
ソ
ン
Ｖ
マ
ジ
ッ
ク
」、
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
Ｂ
リ
ー
グ「
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
静

岡
」、
男
子
ラ
グ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
ワ
ン

「
静
岡
ブ
ル
ー
レ
ヴ
ズ
」、
男
子
卓
球

Ｔ
リ
ー
グ
「
静
岡
ジ
ェ
ー
ド
」、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ「
靜
甲
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
」、女
子
サ
ッ
カ
ー「
清

水
第
八
プ
レ
ア
デ
ス
」の
７
チ
ー
ム
で
、

ほ
ぼ
主
要
競
技
を
網
羅
。こ
れ
ら
多
彩

な
チ
ー
ム
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
〝
誰
も
が
健
康
で
心
が
満
た

さ
れ
る
ま
ち
〟
の
実
現
を
目
指
す
。 

目
下
の
大
ニ
ュ
ー
ス
は
来
シ
ー
ズ

ン
か
ら
プ
ロ
野
球
２
軍
戦
に「
ハ
ヤ
テ

２
２
３
（
ふ
じ
さ
ん
）」
の
新
規
参
入

が
内
定
し
た
こ
と
。イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー

グ
へ
の
参
入
を
希
望
し
て
い
た
が
、ウ

エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
の
内
定
と
な
っ
た
。

清
水
庵
原
球
場
を
本
拠
と
し
、選
手
や

幹
部
人
材
を
確
保
す
る
。
そ
こ
で
、
期

待
さ
れ
る
の
が
、伝
統
と
実
績
の
あ
る

静
高
の
野
球
関
連
人
材
。こ
の
チ
ー
ム

で
活
躍
し
、既
存
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の

１
軍
を
目
指
し
て
欲
し
い
。 

         
 

本
市
は
、こ
れ
ま
で
も
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
等
と
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り

を
推
進
し
て
き
た
。ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
価
値
観
の
変
化
、国
際
化
の
進
展
等

に
よ
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
力
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
、

誰
も
が
輝
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
と
な
る
た
め
に
は
、市
と
チ
ー
ム

が
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
・
社
会
課
題
解
決
へ
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
企
業
や
地
元

の
人
々
も
参
画
し
、共
に
活
動
す
る
こ

と
で
は
じ
め
て
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
る
。

関
東
在
住
の
皆
様
も
、ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
で
是
非
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

                 

 

【
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
】 

 

（
一
橋
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究

科
教
授
） 

【
参
加
申
込
】 

関
東
同
窓
会
ア
ド
レ
ス
に
、
期期
とと
氏氏
名名

を
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

shizuko
kanto

@
gm

ail.co
m

 

     
水島愛佳さん（137 期） 王振德さん（137 期） 美和侑磨さん（137 期） 西川格史さん（138 期） 田代悠さん（139 期） 

  

 

 

 

参加者全員が自己紹介を兼ねてスピーチし、多くの希望者が懇親。

楽しく有意義なひと時を共有した。 

 

99
期
・
青
島
矢
一
氏 

谷川良英氏（101 期）スポーツ振

興課作成「SHIZUOKA SPORTS in 

LIFE」ロゴ入シャツをご披露 

スポーツ好き、母校野球が大好きな

皆さんはハヤテの話に興味津々。

（5）	 　静中静高関東同窓会会報　	 2023年12月1日　第96号

業
種
、世
代
を
超
え
た
交
流

異
業
種
交
流
会
報
告

―
第
32
回
―

  

《
次
回
予
告
》

第
33
回
異
業
種
交
流
会

令
和
６
年
１
月
25
日
（
木
）
18
時
半

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
９
Ｆ
会
議
室



  

 
 

怒
涛
の
展
開
だ
っ
た
。ご
自
身
で
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ん
だ
60
枚
以
上
の
ス
ラ
イ
ド
で
、

半
世
紀
に
及
ぶ
取
材
と
い
う
名
の
大

冒
険
を
一
挙
公
開
！ 

第
44
回
静
高
教
育
講
演
会
（
６
月

20
日
、
静
岡
市
民
文
化
会
館
）
の
講

師
を
務
め
た
八
牧
浩
行
さ
ん
（
82
期
）

は
、数
十
カ
国
を
取
材
し
て
得
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ほ
と
ん
ど
ア
ド
リ
ブ
で
、生

徒
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
っ
た
。 

幼
少
期
ま
で
を
過
ご
し
た
旧
満
州
、

お
父
上
が
設
計
し
た
豊
満
ダ
ム
、日
米

経
済
摩
擦
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
、

原
油
価
格
の
変
動
、日
本
企
業
の
勃
興

と
停
滞
、ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。 

チ
ト
ー
大
統
領
、サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
、

カ
ー
タ
ー
大
統
領
、李
鵬
首
相
ら
直
接

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
現
代
史
の
転
換

点
に
立
つ
重
要
人
物
。英
国
留
学
時
代

の
浩
宮
さ
ま
（
現
天
皇
）、
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
、ダ
イ
ア
ナ
皇
太
子
妃
ら
と
の

触
れ
あ
い
も
披
露
さ
れ
た
。 

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
裏
」
が
語
ら
れ
る
に
連

れ
、
事
件
と
人
物
が
、
政
治
と
経
済
が

密
接
に
絡
み
合
う
、動
的
な
世
界
地
図

が
出
現
し
た
。 

  

瞬
き
す
る
間
も
な
い
圧
倒
的
な
情

報
量
を
も
の
と
も
せ
ず
、食
い
入
る
よ

う
に
ス
ラ
イ
ド
を
見
つ
め
る
生
徒
た

ち
、す
ご
い
速
さ
で
メ
モ
を
取
る
生
徒

た
ち
。 

万
雷
の
拍
手
の
う
ち
に
講
演
が
終

わ
る
と
、待
ち
か
ね
た
よ
う
に
質
問
が

繰
り
出
さ
れ
た
。到
底
時
間
内
に
収
ま

ら
ず
、大
勢
の
生
徒
た
ち
が
楽
屋
へ
詰

め
か
け
た
。し
か
し
文
字
通
り
楽
屋
か

ら
溢
れ
て
し
ま
い
、
遂
に
ロ
ビ
ー
へ
。 

最
早
、質
疑
応
答
の
域
を
超
え
て
い

る
。こ
れ
ま
で
考
え
に
考
え
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
見
解
を
、熱
く
語
る
若
者
た

ち
。彼
ら
を
一
人
前
の
人
間
と
し
て
尊

重
し
、一
人
ひ
と
り
が
納
得
す
る
ま
で

丁
寧
に
応
じ
る
八
牧
さ
ん
。煌
め
く
よ

う
な「
対
話
」が
、夕
刻
ま
で
続
い
た
。 

最
後
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の「
若
い
世

代
に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
。 

主
に
後
半
で
語
ら
れ
た「
平
和
の
た 

           

  め
、周
り
を
よ
り
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、本
当
に
好
き
な
仕
事
を
見
つ
け
て

打
ち
込
む
の
が
い
い
。そ
の
た
め
に
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、生
き
甲
斐
と
仕

事
の
一
致
、
に
近
づ
け
て
い
く
」
と
い

う
八
牧
さ
ん
の
基
本
姿
勢
は
、重
要
だ
。

報
道
に
興
味
を
持
つ
文
系
の
生
徒
の

み
な
ら
ず
、理
系
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、

そ
の
重
要
性
は
等
し
く
、
普
遍
だ
。 

八
牧
さ
ん
の
話
し
方
は
終
始
、柔
ら

か
だ
っ
た
。
だ
が
八
牧
さ
ん
は
、
静
高

を
卒
業
す
る
日
、社
会
科
の
先
生
か
ら

餞
（
は
な
む
け
）
に
も
ら
っ
た
「
人
生

の
最
も
苦
し
い
嫌
な
辛
い
損
な
場
面

を
、真
っ
先
に
微
笑
を
持
っ
て
担
当
せ

よ
」
と
い
う
言
葉
を
、
感
銘
で
終
わ
ら

せ
ず
、
体
現
し
て
き
た
人
で
あ
る
。 

だ
か
ら
柔
ら
か
い
。柔
ら
か
い
か
ら
、

心
に
刺
さ
る
。
生
徒
だ
け
で
は
な
い
、

大
人
の
心
に
も
刺
さ
っ
た
。
し
か
も
、

ど
う
や
ら
い
っ
た
ん
刺
さ
る
と
、抜
け

な
い
よ
う
だ
。 

  

生
徒
：「
こ
れ
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
の
姿

勢
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
聞
の
発
行
部
数
が
減
っ
た
り
、

今
は
ネ
ッ
ト
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

場
所
が
移
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

僕
は
こ
う
い
う
情
報
が
溢
れ
る
世
の

中
こ
そ
、ど
こ
か
の
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

を
借
り
た
り
せ
ず
に
、
直
接
、
公
平
公

正
な
報
道
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、そ
の
一
方
で
や
っ
ぱ
り
独
自
の

論
評
を
持
っ
た
、多
少
誇
張
し
て
で
も

そ
う
い
う
メ
デ
ィ
ア
も
必
要
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。こ
う
や
っ
て
二
元

論
で
片
付
け
ら
れ
る
話
じ
ゃ
な
い
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、ど
う
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢
が
大
事
だ
と
お
考

え
で
す
か
？
」 

  
             

 

八
牧
：「
両
方
、
大
事
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。い
く
ら
公
正
で
あ
っ
て
も
右

か
ら
左
に
流
す
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、言

論
、
言
説
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
、
い

わ
ゆ
る
こ
れ
が
正
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
、こ
う
い
う
方
向
に
行
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
こ
と

を
主
張
す
る
メ
デ
ィ
ア
が
あ
っ
て
い

い
ん
で
す
よ
。無
い
と
困
る
ん
で
す
よ
。

右
か
ら
左
へ
流
れ
て
き
た
ニ
ュ
ー
ス

だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
は
そ
れ
で
取
捨

選
択
し
て
良
質
な
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す

ん
で
す
け
ど
も
、そ
れ
を
受
け
止
め
て
、

組
み
立
て
て
、将
来
こ
う
い
う
よ
う
な

方
向
に
行
っ
て
欲
し
い
よ
と
言
う
こ

と
を
訴
え
る
言
論
言
説
で
引
っ
張
っ

て
く
れ
る
、そ
う
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
必

要
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の

は
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」 

 

生
徒
：「
仕
事
と
や
り
が
い
の
一
致
を

ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
」 

八
牧
：「
少
し
で
も
仕
事
と
や
り
が
い

の
一
致
に
近
づ
け
る
。
僕
の
場
合
は
、

本
当
の
こ
と
を
伝
え
る
。平
和
に
つ
い

て
考
え
る
。そ
れ
を
生
き
が
い
と
し
て

や
っ
て
い
る
。本
当
に
好
き
な
仕
事
を

見
つ
け
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
よ
う
。

僕
は
新
聞
に
興
味
を
持
っ
て
、大
学
の

新
聞
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
み
た
。自
分

が
幸
せ
に
な
れ
ば
周
り
も
幸
せ
に
な

る
。少
し
で
も
一
致
に
近
づ
け
る
よ
う

努
力
す
る
。」 

                 

ロビーでの対話後、在校生たちと記念撮影 
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当
日
の
質
疑
応
答
よ
り

「
教
育
講
演
会
」
で
八
牧
浩
行
氏（
82
期
）が
講
演

　
　
《
激
動
を
追
っ
て
50
年 

～
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
を
読
む
～ 

若
い
世
代
に
期
待
す
る
こ
と
》

取
材
レ
ポ
ー
ト

柔
ら
か
に
、
刺
さ
る

見
原  

万
智
子 （
95
期
）



 

「
い
か
な
る
戦
争
も
悪
で
あ
る
」と
の

主
張
に
生
徒
の
皆
さ
ん
が
共
鳴
し
て

く
だ
さ
っ
た
。日
本
の
不
戦
状
態
が
最

も
長
く
続
い
た
の
は
徳
川
幕
府
の
260

年
。明
治
維
新
に
な
っ
て
か
ら
、日
清
、

日
露
、太
平
洋
戦
争
と
約
９
年
に
一
度

戦
争
し
て
い
る
。
そ
し
て
戦
後
78
年
、

主
要
国
で
日
本
だ
け
が
戦
争
を
し
な

か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
湾
岸
戦
争
、
イ

ラ
ク
戦
争
。フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
も

あ
っ
た…

。さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

が
勃
発
。天
下
泰
平
の
徳
川
幕
府
に
続

く
、戦
後
七
十
数
年
の
平
和
は
貴
重
で

あ
り
、「
永
遠
の
不
戦
」
を
目
指
そ
う

で
は
な
い
か
。 

            

江
戸
時
代
に
日
本
は
鉄
砲
を
放
棄

し
、
平
和
な
世
界
を
建
設
し
た
。
我
々

は
現
在
の
最
先
端
の
武
器
で
あ
る
核

兵
器
の
抑
制
・
縮
減
・
廃
絶
が
で
き
る

と
信
じ
る
。駿
府
城
で
の
大
御
所
政
治

で
、
徳
川
家
康
が
主
導
し
た
、
富
士
山

の
ご
と
く
美
し
く
平
和
な
社
会
の
建

設
に
邁
進
し
た
い
。 

戦
争
と
は
自
衛
も
侵
略
も
入
り
乱

れ
て
お
り
、『
正
義
の
戦
い
』
と
い
っ

て
も
、水
掛
け
論
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。な
ん
と
し
て
も
事
前
に
回
避
す
る

基
本
姿
勢
と
外
交
努
力
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。 

世
界
的
に
領
土
や
民
族
問
題
が
燻

り
、軍
備
拡
張
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
集
団
的
自
衛
権
や
自
衛
隊

の
海
外
派
遣
を
認
め
る
安
保
法
案
が

成
立
。
防
衛
費
が
増
え
続
け
、
武
器
輸

出
三
原
則
も
緩
和
さ
れ
た
。こ
の
ま
ま

で
は「
永
遠
の
不
戦
」が
危
う
く
な
る
。 

膨
大
な
手
書
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
、
励
ま
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
。
静

高
生
の
熱
気
と
平
和
へ
の
願
い
、そ
し

て
高
い
問
題
意
識
は
心
強
か
っ
た
。 

 

【
142
期
・
一
年
生
】 

◆
で
き
る
限
り
国
と
国
と
の
対
立
を

な
く
し
、平
和
を
保
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
。
そ
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
を
考
え

て
、小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
か
ら
始
め

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。大
人
に
な
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
が
あ
る
ん
だ
と
思
え
る
よ
う

な
夢
の
ふ
く
ら
む
講
演
会
で
自
分
の

将
来
に
活
か
し
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。 

◆
国
や
地
域
に
よ
っ
て
、文
化
も
あ
た

り
ま
え
も
環
境
も
異
な
り
ま
す
。さ
ら

に
は
、そ
れ
ら
は
刻
一
刻
と
移
り
か
わ

り
ま
す
。「
今
」
に
対
応
し
自
分
の
意

見
を
持
つ
た
め
に
は
、常
に
様
々
な
人

と
関
わ
り
学
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。人
に
し
ろ
と
言

わ
れ
な
く
て
も
自
ら
学
ん
で
い
く
姿

勢
、
考
え
て
い
く
姿
勢
は
、
静
高
で
の

３
年
間
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
、未
来
で

必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。今
回
の
お

話
を
元
に
、よ
り
よ
い
３
年
に
し
て
い

き
ま
す
。 

◆
今
日
、改
め
て
情
報
に
溢
れ
る
こ
の

社
会
に
生
き
る
僕
た
ち
自
身
が
、情
報

を
正
し
く
処
理
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
理
解
で
き
た
。
特
に
昨
今
、
Ａ

Ｉ
の
発
達
に
よ
り
、
話
題
のChat 

GPT

や
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
が
誰
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
率
が
非
常
に
高

く
な
り
、悪
く
言
う
な
ら
ば
安
易
に
情

報
が
拡
散
さ
れ
、誤
っ
た
情
報
に
基
づ

く
民
意
が
形
成
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

情
報
社
会
に
お
い
て
は
特
定
の
人
物
、

情
報
源
に
頼
ら
ず
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
の
ば
し
、ホ
ン
モ
ノ
の
情
報
を
自

分
の
生
き
方
に
取
り
入
れ
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
。 

                

◆
今
回
の
講
演
会
で
掴
み
か
け
た
自

分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
軸
を
今

の
う
ち
か
ら
温
め
て
、将
来
の
自
分
の

職
業
等
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
た
。今

回
戦
争
に
つ
い
て
の
話
題
が
何
度
か

出
た
。八
牧
さ
ん
は
戦
争
の
残
酷
さ
を

訴
え
て
い
た
。今
の
日
本
は
抑
止
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
防
衛
費
を
拡
大
し
て

い
る
。し
か
し
兵
器
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、結
果
的
に
戦
争
へ
の
道
を
歩
ん

で
い
る
と
思
う
。冷
静
に
外
国
の
多
様

性
を
重
視
す
る
と
か
、永
遠
の
不
戦
と

か
、み
ん
な
が
こ
れ
を
わ
か
れ
ば
世
界

は
平
和
に
な
る
の
に
。自
分
に
は
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

◆
中
村
医
師
は
ア
フ
ガ
ン
の
弱
者
に

命
を
捧
げ
、自
分
自
身
の
費
用
で
井
戸

を
掘
る
な
ど
、世
界
に
は
ま
だ
多
く
い

る
弱
い
立
場
に
い
る
人
々
に
寄
り
添

っ
た
す
て
き
な
人
だ
と
い
う
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。私
は
中
村
医
師
の
よ

う
に
、世
界
の
弱
者
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
良
い
の

で
始
め
る
こ
と
で
、少
し
で
も
寄
り
添

い
が
で
き
た
ら
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

【
141
期
・
二
年
生
】 

◆
社
会
の
授
業
で
習
っ
た
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
た
が
、初
め
て
知
っ
た
こ
と

も
沢
山
あ
っ
た
。一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
Ｇ
７
の
話
で
あ
る
。「
世
界

は
広
く
面
白
い
！
」と
今
回
の
八
牧
さ

ん
の
講
演
で
思
う
こ
と
が
で
き
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
笑
顔
・
縁
・
絆
の
３
つ
の
話
は
心
に

グ
サ
ッ
と
刺
さ
っ
て
と
て
も
印
象
深

い
も
の
で
し
た
。運
命
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、す
べ
て
の
結
果
事
実
に
は
、

絶
対
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
そ
の

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
こ
の
激
動
の

社
会
を
狭
隘
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

排
除
し
て
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。将
来
自
分

も
こ
の
講
演
を
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

【
140
期
・
三
年
生
】 

◆
反
戦
が
主
軸
の
お
話
だ
っ
た
と
思

う
。最
近
で
は
護
憲
か
改
憲
か
？
軍
事

費
は
？
自
衛
隊
の
存
在
は
？
な
ど
の

様
々
な
問
題
が
議
論
に
上
が
っ
て
い

る
。
勿
論
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
戦
争

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の

為
に
私
達
は
ど
ち
ら
を
選
べ
ば
良
い

の
か
？
と
い
う
の
が
現
状
で
突
き
つ

け
ら
れ
て
い
る
。一
度
立
ち
止
ま
っ
て

「
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
の
裏
を
読
む
」こ
と

を
し
た
上
で
、
も
う
一
度
、
自
分
の
立

ち
位
置
、考
え
を
練
り
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。 

   
 

 

資
料
協
力
：
静
岡
高
校 

写
真
撮
影
：
静
高
写
真
部
／
新
聞
部
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講
演
所
感

い
か
な
る
戦
争
も
悪

八
牧  

浩
行

未
来
を
担
う

　
　 

生
徒
た
ち
の
声

（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）



私
は
都
内
で
設
計
事
務
所
を
主
宰

し
て
い
ま
す
。私
が
建
築
学
を
専
攻
し

て
い
た
大
学
の
都
市
計
画
の
授
業
を

担
当
さ
れ
て
い
た
高
見
沢
実
さ
ん
が
、

静
岡
市
の
街
の
整
備
の
外
部
委
員
会

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。授
業
で
静
岡

市
は
徒
歩
圏
内
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
商

業
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、都
市
計

画
が
非
常
に
う
ま
く
機
能
し
て
い
る

と
お
話
し
さ
れ
て
い
た
の
が
、と
て
も

印
象
的
で
し
た
。全
国
各
地
か
ら
集
ま

っ
て
き
た
学
生
が
い
る
中
で
、静
岡
市

出
身
が
自
分
だ
け
だ
っ
た
こ
と
か
ら

誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。 

一
度
静
岡
を
出
て
客
観
的
な
意
見

や
情
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
、改
め
て

街
に
赴
い
て
み
る
と
、確
か
に
主
要
な

ス
ポ
ッ
ト
や
街
路
な
ど
の
印
象
に
ば

ら
つ
き
が
少
な
く
、わ
か
り
や
す
く
て

穏
や
か
な
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
、
そ

ん
な
中
心
市
街
地
も
少
な
く
な
い
課

題
を
抱
え
て
お
り
、街
に
も
変
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

『R
esearch

 

＋ D
e
sign

 S
ch

o
o
l in 

静
岡
』 

静
岡
理
工
科
大
学
の
研
究
室
と
都

市
デ
ザ
イ
ン
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
と
建
築
や

ま
ち
づ
く
り
と
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

企
画
・
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
年

度
は
、静
岡
市
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル 

 

1)
産
業
と
文
化 

2)
都
市
構
造 

3)
自
然
と
景
観 

に
焦
点
を
当
て
て
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
リ
サ
ー
チ
を
行

い
、学
生
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
力
を
も

と
に
街
へ
の
提
案
を
考
え
ま
す
。都
内

か
ら
静
岡
に
拠
点
を
移
し
た
劇
作
家

や
建
築
・
都
市
史
を
東
京
芸
大
で
教
え

て
い
る
友
人
等
を
講
師
と
し
て
招
き

講
義
や
調
査
の
講
評
等
も
行
い
ま
し

た
。 私

自
身
が
こ
の
調
査
・
分
析
を
通
し

て
、新
し
く
次
の
よ
う
な
事
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

①
安
倍
川
の
流
れ
を
調
整
す
る
た
め

に
整
備
さ
れ
た
駿
府
用
水
が
街
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
暗
渠
化
さ
れ
て
お
り
、

用
水
に
沿
っ
て
古
く
か
ら
街
の
中
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

②
文
化
芸
術
活
動
は
、よ
く
知
ら
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、習
い
事
を
す
る
人
が
沢

山
い
て
、人
が
集
う
民
間
の
展
示
施
設

も
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し
、
横
の
つ

な
が
り
が
薄
く
市
民
全
体
に
認
知
さ

れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

③
プ
ラ
モ
デ
ル
産
業
や
伝
統
工
芸
等

の
将
来
像
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
、既
知
の
街

の
特
徴
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
ど
ん
な

未
来
が
描
け
る
の
か
を
掘
り
下
げ
て

考
え
て
い
き
ま
す
。 

３
月
に
は
、市
内
の
会
場
を
借
り
て
、

展
示
を
行
う
予
定
で
す
。時
期
が
近
づ

い
た
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
他
メ
デ
ィ
ア
を
介
し

て
、
告
知
し
ま
す
。
120
期
の
同
窓
生

が
経
営
す
る
市
内
の
印
刷
会
社
に

ZIN
E

の
作
成
を
依
頼
予
定
で
す
。
味

わ
い
深
い
静
岡
の
魅
力
を
他
の
地
域

の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、市
民

の
方
々
に
も
再
認
識
し
て
も
ら
う
き

っ
か
け
と
し
た
い
で
す
。 

『
生
ま
れ
変
わ
る
市
民
文
化
会
館
』

昨
年
、静
岡
市
民
文
化
会
館
の
大
規

模
改
修
工
事
の
基
本
設
計
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
が
あ
り
、市
民
文
化
会
館
の
再

整
備
の
計
画
に
従
事
し
て
い
ま
す
。市

民
文
化
会
館
は1978

年
に
建
設
さ
れ
、

40
年
以
上
市
民
に
愛
さ
れ
な
が
ら
使

わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。「
ま
ち
は
劇

場
」を
市
の
施
策
と
す
る
文
化
芸
術
活

動
の
拠
点
施
設
と
な
る
べ
く
、2026

年
ま
で
に
創
造
的
改
修
が
行
わ
れ
、大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。私
は

こ
の
基
本
設
計
業
務
の
監
修
と
広
場

を
主
体
と
す
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ

ザ
イ
ン
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

創
造
的
改
修
が
求
め
ら
れ
る
静
岡

市
民
文
化
会
館
の
基
本
設
計
案
を
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、与
件
整
理
の
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。芸
術
文
化
を

基
盤
と
し
た
広
場
等
の
利
活
用
と
賑

わ
い
創
出
を
達
成
し
て
い
る
事
例
の

調
査
、
地
元
文
化
団
体
へ
、
国
内
外
で

劇
場
や
広
場
を
活
用
し
、す
ぐ
れ
た
芸

術
文
化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、会
館

の
利
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

ま
し
た
。最
終
的
に
は
そ
れ
ら
を
集
約

す
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実

施
し
、基
本
設
計
に
反
映
す
べ
き
こ
と
、

実
施
設
計
・
施
工
・
運
営
事
業
者
に
引

き
継
ぐ
べ
き
事
項
を
整
理
し
ま
し
た
。 

新
し
い
市
民
文
化
会
館
の
具
体
的

な
計
画
案
で
は
、既
存
の
庇
下
の
ロ
ビ

ー
空
間
の
新
設
に
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
・

中
ホ
ー
ル
の
公
演
時
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
の
ホ
ワ
イ
エ
空
間
を
補
完

し
、
日
常
に
お
い
て
は
、
広
場
の
延
長

上
に
広
が
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
使
わ
れ
る
屋
内
空
間
を
増
設

し
ま
す
。 

文
化
創
造
活
動
を
行
い
、そ
の
発
信

拠
点
と
な
る
場
と
し
て
再
編
成
す
る

に
あ
た
り
、館
内
の
中
心
に
ま
ち
劇
セ

ン
タ
ー
を
計
画
し
ま
す
。
練
習
室
・
ス

タ
ジ
オ
・
展
示
室
は
、
多
様
化
す
る
現

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、幅
広
い
活
動
内

容
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、部
屋
の

仕
様
や
設
備
機
器
に
変
化
を
持
た
せ
、

練
習
室
は
、外
か
ら
様
子
が
見
え
る
よ

う
に
計
画
し
て
活
発
な
利
用
を
う
な

が
し
ま
す
。 

広
場
は
、
複
数
の
焦
点
を
持
つ
、
日

常
と
非
日
常
の
様
々
な
出
来
事
が
折

り
重
な
る
、多
様
性
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
再
構
成
い
た
し
ま
す
。地
下
駐

車
場
上
部
に
は
大
き
な
開
口
を
設
け
、

既
存
の
吸
気
口
を
地
下
駐
車
場
の
空

間
に
自
然
光
を
取
り
込
む
た
め
の
天

窓
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、地
下
空

間
も
明
る
く
し
施
設
の
印
象
を
変
化

さ
せ
ま
す
。 

今
後
は
、
こ
の
計
画
や
、
リ
サ
ー
チ

ワ
ー
ク
と
紐
づ
け
て
、北
街
道
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
り
、駿
府
城
公
園
の
利
活
用
、

呉
服
町
商
店
街
の
再
整
備
な
ど
真
剣

に
考
え
て
い
く
予
定
で
す
。静
岡
市
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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特
集
・
ど
う
な
る
静
岡

  

豊
か
な
環
境
の
も
と

人
と
共
に
成
長
す
る
静
岡
市

A
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akada A

rchitects

120
期  

高
田  

彩
実



 

            

私
は
大
学
入
学
と
共
に
上
京
し
、都

内
で
社
会
人
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
約
19
年
ぶ
り
に
静
岡

に
家
族
と
と
も
に
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
し
、

故
郷
へ
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
一

昨
年
起
業
し
、
現
在
は
『
静
岡
特
化
型

移
住
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
』
と
し
て
、

静
岡
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に

特
化
し
た
転
職
支
援
／
移
住
支
援
を

事
業
と
し
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
今
、新
聞
記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
通
り
、静
岡
県
は
静
岡
市
を
中

心
に
転
出
超
過
が
止
ま
ら
ず
、人
口
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。今
回
は
私
が
静

岡
へ
の
移
住
者
と
向
き
合
い
、事
業
を

通
し
て
思
う
こ
と
、そ
し
て
故
郷
静
岡

に
戻
っ
て
き
て
、客
観
的
に
静
岡
を
見

る
中
で
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

転
出
者
は
減
ら
す
べ
き
な
の
か 

ま
ず
「
転
出
超
過
」
の
話
題
が
で
る

と「
ど
う
し
た
ら
転
出
者
を
減
ら
せ
ら 

   れ
る
か
」と
い
う
議
論
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
私
の
意
見
と
し
て
は
今
、
転
出

者
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
長
期
的
に
は
転

出
者
が
減
る
と
良
い
の
で
す
が
、仮
に

今
の
状
況
で
一
気
に
転
出
者
が
少
な

く
な
る
よ
う
な
施
策
が
仮
に
で
き
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
静
岡
に

と
っ
て
よ
く
な
い
と
考
え
ま
す
。残
念

な
が
ら
、
今
の
静
岡
が
都
内
に
比
べ
、

ビ
ジ
ネ
ス
的
な
情
報
や
事
業
で
潤
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
魅
力
的
な
企
業
、
優
秀
な
人

材
が
足
り
て
い
な
い
状
態
で
転
出
者

を
減
ら
し
た
と
し
て
も
、内
側
に
残
っ

た
人
々
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、ま

す
ま
す
産
業
、企
業
が
衰
え
て
い
っ
て

し
ま
う
と
考
え
ま
す
。 

 

Ｕ
タ
ー
ン
の
サ
イ
ク
ル 

む
し
ろ
、最
初
は
県
外
に
出
て
行
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
切
な
の
は
そ
の
後
、首
都
圏
で
経
験

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、専
門
性
を
兼
ね

備
え
た
上
で
戻
っ
て
く
る
サ
イ
ク
ル

を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。首
都

圏
で
経
験
を
積
ん
だ
人
材
が
静
岡
へ

戻
り
、企
業
が
よ
り
魅
力
的
に
な
っ
て

い
く
、そ
れ
が
新
た
な
人
を
呼
び
込
み
、

最
終
的
に
静
岡
の
発
展
に
繋
が
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 
  

私
自
身
19
年
ぶ
り
に
静
岡
に
戻
っ

て
き
て
、新
た
な
静
岡
の
魅
力
に
つ
い

て
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
ず
っ
と
静
岡
に
い
て
は
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、一
度
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
静
岡
に
貢
献

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

問
題
は
戻
り
や
す
い
環
境
、戻
っ
て

く
る
サ
イ
ク
ル
が
つ
く
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。そ
の
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る

上
で
今
後
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

 

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

一
つ
目
は
学
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
す
。都
内
と
静
岡
で
は
キ
ャ
リ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
10
代
の
う
ち
に
キ
ャ
リ
ア
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、様
々
な
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
知
る
こ
と
、学
生
の
う
ち
に

静
岡
の
企
業
に
つ
い
て
少
し
で
も
知

る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

二
つ
目
は
企
業
側
の
採
用
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
す
。学
生
の
キ

ャ
リ
ア
に
対
す
る
意
識
と
同
様
に
企

業
側
の
人
事
領
域
、採
用
領
域
に
お
け

る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。結
果
と
し
て
本
来
は
素
晴
ら

し
い
企
業
で
も
、そ
の
魅
力
が
な
か
な

か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
企
業
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。 

 

三
つ
目
は
今
首
都
圏
に
い
る
方
が

副
業
等
を
通
し
て
、少
し
で
も
静
岡
の

企
業
と
関
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。「
静
岡
の
関
係
人
口
を
増

や
す
」
と
い
う
考
え
で
す
。
地
方
企
業

で
副
業
を
し
た
い
と
い
う
方
は
多
い

の
で
す
が
、静
岡
県
内
の
企
業
で
副
業

を
取
り
入
れ
て
い
る
企
業
が
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

正
直
困
難
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、優
秀
な
方
の
移
住
転
職
支
援
を

通
し
て
、こ
う
い
っ
た
方
が
も
っ
と
静

岡
に
増
え
て
い
け
ば
、人
口
減
少
は
続

い
た
と
し
て
も
静
岡
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ

諦
め
ず
に
一
つ
一
つ
実
績
を
作
り
な

が
ら
、今
後
も
故
郷
静
岡
に
貢
献
し
続

け
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

 
   

  

 
 

こ
れ
は
時
代
小
説
の
酩
酊
シ
ー
ン

の
描
写
で
使
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、明

治
三
十
年
に
落
語
家
の
三
代
目
・
春
風

亭
柳
枝
が『
お
若
伊
之
助
』の
中
で「
嬉

し
紛
れ
に
へ
べ
れ
け
に
酔
っ
て
仕
舞

い
ま
し
た
」
と
使
っ
た
造
語
だ
か
ら
、

Ｎ
Ｇ
。 

「
べ
ろ
べ
ろ
」
は
、
も
っ
と
新
し
く
、

久
保
田
万
太
郎
が
昭
和
三
年
に
発
表

し
た
『
春
泥
』
の
中
で
「
酔
っ
て
も
正

体
を
な
く
す
と
い
ふ
こ
と
は
な
か
っ

た
。ど
ん
な
に
べ
ろ
べ
ろ
に
な
っ
て
も
」

と
使
っ
た
造
語
。 

「
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
」
が
最
も
古
い
が
、

そ
れ
で
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に

河
竹
黙
阿
弥
が
書
い
た
歌
舞
伎『
青
砥

稿
花
紅
彩
画
（
白
浪
五
人
男
）』
の
台

詞
「
此
間
来
た
時
に
、
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん

に
酔
っ
た
癖
に
」が
初
出
だ
か
ら
幕
末

が
舞
台
の
物
語
に
し
か
使
え
な
い
。 

 
使
え
る
の
は
「
く
た
く
た
」
で
、
承

久
三
年
（
一
二
二
一
）
頃
に
書
か
れ
た

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
「
も
し
き
た
な

き
物
を
大
な
り
と
き
こ
し
め
し
た
る

か
。
人
の
よ
り
は
大
き
に
候
へ
ど
も
、

今
は
練
絹
の
や
う
に
、く
た
く
た
と
成

り
た
る
も
の
を
」
と
出
て
く
る
。 

   

 
こ
れ
が
全
部
、明
治
時
代
の
造
語
で
、

時
代
小
説
に
は
使
え
な
い
言
葉
で
あ

る
。 

 
ま
ず
「
篠
突
く
雨
」
は
明
治
六
年
に

河
竹
黙
阿
弥
が
書
い
た
歌
舞
伎『
廓
曠

着
紅
葉
裲
襠
』
の
中
で
「
篠
つ
く
雨
の

大
降
り
に
水
は
き
悪
き
此
辺
は
、忽
ち

水
を
押
し
上
げ
て
」
と
使
っ
た
造
語
。 

「
土
砂
降
り
」は
小
栗
風
葉
が
明
治
三

十
八
年
に
発
表
し
た
『
青
春
』
の
中
で

「
一
時
小
降
に
な
っ
た
雨
が
ザ
ー
ザ

ー
と
又
土
砂
降
に
降
出
す
の
を
、速
男

は
舌
打
し
て
見
遣
る
の
で
あ
っ
た
」と

使
っ
た
の
が
初
出
。 

「
ざ
ん
ざ
ん
降
り
」は
田
山
花
袋
が
明

治
四
十
二
年
に
発
表
し
た『
田
舎
教
師
』

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
。 

「
五
六
日
し
て
主
僧
は
東
京
か
ら
帰

っ
て
来
た
。葬
儀
の
模
様
は
新
聞
で
見

て
知
っ
て
い
た
が
、く
わ
し
く
聞
い
て
、

さ
ら
に
あ
ざ
や
か
に
そ
の
さ
ま
を
眼

の
前
に
見
る
よ
う
な
気
が
し
た
。文
壇

の
大
家
小
家
は
こ
と
ご
と
く
雨
を
つ

い
て
そ
の
葬
式
に
つ
い
て
行
っ
た
と

い
う
。
雨
が
ザ
ン
ザ
ン
降
っ
て
、
新
緑

の
中
に
造
花
生
花
の
さ
ま
ざ
ま
の
色

彩
が
さ
な
が
ら
絵
の
よ
う
な
対
照

コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
な
し
た
と
い
う
」 

「
ざ
あ
ざ
あ
降
り
」が
最
も
新
し
く
、

大
正
十
一
年
に
稲
垣
足
穂
が
発
表
し

た
『
星
を
造
る
人
』
の
中
で
「
ざ
あ
ざ

あ
降
り
中
を
走
っ
た
は
ず
の
私
の
か

ら
だ
に
、ひ
と
し
づ
く
も
雨
が
か
か
ら 

 
 

 
 

【
へ
べ
れ
け
・
べ
ろ
べ
ろ
・
ぐ
で
ん

ぐ
で
ん
】 

【
篠
突
く
雨
・
土
砂
降
り
・
ざ
ん
ざ

ん
降
り
・
ざ
あ
ざ
あ
降
り
】 
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な
か
っ
た
と
云
へ
ば
、ど
う
い
ふ
こ
と

に
な
る
で
せ
う
」
と
使
っ
て
い
る
。 

 
で
は
、時
代
小
説
に
は
何
を
使
う
か

と
い
う
と
「
驟
雨
」
と
か
「
豪
雨
」
に

「
轟
々
た
る
」と
い
っ
た
形
容
詞
を
加

え
る
し
か
な
い
。 

「
驟
雨
」
は
『
老
子
』
の
言
葉
で
、
日

本
で
は
『
続
日
本
紀
』
の
天
平
勝
宝
二

年
（
七
五
〇
）
五
月
二
十
四
日
の
項
に

「
震
中
山
寺
。
塔
并
歩
廊
尽
焼
。
京
中

驟
雨
。
水
潦
汎
溢
」
と
、
京
都
を
襲
っ

た
大
洪
水
の
様
子
が
出
て
く
る
。 

「
豪
雨
」
は
、
元
の
詩
人
の
楊
維
楨
が

『
送
理
問
王
叔
明
詩
』と
題
し
た
詩
の

中
で
「
雄
風
豪
雨
将
春
去
、
剰
水
残
山

送
客
帰
」
と
使
っ
て
い
る
が
、
使
用
例

と
し
て
は
菅
原
道
真
の
ほ
う
が
古
く

て
「
仁
和
四
年
、
自
春
不
雨
。
府
之
少

北
、
有
一
蓮
池
」
と
題
し
て
「
豈
図
此

歳
無
豪
雨
、
何
罪
当
州
且
旱
天
」
と
書

い
て
い
る
。 

「
轟
々
」
は
西
晋
の
左
思
（
紀
元
二
五

〇
〜
三
〇
五
）
が
書
い
た
「
蜀
都
賦
」

に
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。 

「
殆
而
朅
來
相
與
、
第
如
滇
池
、
集

于
江
洲
。試
水
客
、艤
輕
舟
。娉
江
婓
、

與
神
遊
。罨
翡
翠
、釣
鰋
鮋
。下
高
鵠
、

出
潛
虯
。吹
洞
簫
、發
櫂
謳
。感
鱏
魚
、

動
陽
侯
。
騰
波
沸
涌
、
珠
貝
汜
浮
。
若

雲
漢
含
星
、而
光
耀
洪
流
。將
饗
獠
者
、

張
帟
幕
、會
平
原
。酌
清
酤
、割
芳
鮮
。

飲
御
酣
、
賓
旅
旋
。
車
馬
雷
駭
、
轟
轟

闐
闐
。若
風
流
雨
散
、漫
乎
數
百
里
間
。

斯
蓋
宅
土
之
所
安
樂
、觀
聽
之
所
踴
躍

也
。
焉
獨
三
川
、
爲
世
朝
市
」 

  
  「

他
愛
」は
日
本
国
語
大
辞
典
に
よ
れ

ば
「
他
人
を
愛
す
る
こ
と
」「
自
分
の

こ
と
よ
り
も
ま
ず
他
人
の
幸
福
を
願

う
こ
と
」
で
、「
他
愛
な
い
」
で
は
意

味
が
通
じ
な
い
。 

 
し
か
し
、
こ
れ
を
「
た
わ
い
な
い
」

意
味
で
使
っ
て
い
る
作
品
が
実
に
多

い
。日
本
推
理
作
家
協
会
員
の
作
家
の

作
品
で
も
大
量
に
見
か
け
、
中
に
は

「
他
愛
」
に
「
た
わ
い
」
と
い
う
ル
ビ

を
振
っ
て
い
る
作
品
さ
え
存
在
す
る
。

実
に
嘆
か
わ
し
い
。 

「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
は
「
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ

ツ
」
の
短
縮
形
で
、
ど
ん
な
辞
書
に
も

載
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、「
白
い
ワ
イ

シ
ャ
ツ
」
な
ど
と
「
馬
か
ら
落
馬
」
的

な
作
品
も
、
け
っ
こ
う
目
に
す
る
。 

 
酷
い
作
品
に
な
る
と
、「
黄
色
い
ワ

イ
シ
ャ
ツ
」「
カ
ラ
ー
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」

な
ど
も
あ
っ
て
、「
黒
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」

な
ど
と
書
い
た
作
品
さ
え
あ
っ
た
。 

 
こ
れ
も
日
本
推
理
作
家
協
会
員
の

作
家
の
作
品
で
、指
摘
す
る
手
紙
を
出

し
た
が
、無
視
さ
れ
た
の
で
、敢
え
て
、

こ
こ
で
書
く
。 

「
雄
雌
」
の
間
違
い
も
非
常
に
多
い
。

「
雄
雌
」
の
旁
の
「
隹
」
は
「
ふ
る
と

り
」と
読
ん
で「
鳥
」の
意
味
で
あ
り
、

性
別
が
判
然
と
し
な
い
動
物
に
対
し

て
用
い
る
。 

「
雌
雄
を
決
す
る
」は『
史
記
』の「
項

羽
本
紀
」
に
出
て
く
る
言
葉
だ
が
、
そ

も
そ
も
雌
雄
の
区
別
は
一
見
し
た
だ

け
で
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら

生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

 
一
方
、「
牡
牝
」
の
場
合
、「
牡
」
の

旁
の
「
土
」
は
勃
起
し
た
男
性
器
を
意

味
す
る
象
形
文
字
に
由
来
す
る
の
で
、

そ
う
い
う
外
性
器
を
持
つ
動
物
に
使

用
す
る
。「
牝
」
の
旁
の
「
匕
」
の
元

は
「
比
」
で
、
こ
れ
は
女
性
器
を
意
味

す
る
象
形
文
字（
ぴ
っ
た
り
合
わ
さ
る

意
味
）
か
ら
来
て
い
る
。 

「
雄
馬
」「
雌
馬
」
な
ど
と
書
い
た
ら

競
馬
フ
ァ
ン
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
こ
と

請
け
合
い
。 

 
し
か
し
、「
雌
犬
」「
雌
猿
」「
雌
鹿
」

と
い
っ
た
誤
記
を
、こ
れ
ま
た
日
本
推

理
作
家
協
会
員
の
作
家
の
作
品
に
頻

繁
に
見
か
け
る
。 

「
甲
高
い
」
の
誤
用
も
多
い
。「
甲
高

い
」は
明
治
四
十
四
年
に
谷
崎
潤
一
郎

が
発
表
し
た
『
少
年
』
の
中
で
次
の
よ

う
に
使
っ
た
造
語
。 

「
此
方
へ
お
上
が
ん
な
」と
甲
高
い
声

で
怒
鳴
り
な
が
ら
、信
一
が
縁
側
へ
駈

け
て
来
た
。
あ
の
臆
病
な
子
が
、
何
処

を
押
せ
ば
こ
ん
な
元
気
の
好
い
声
が

出
る
の
だ
ろ
う
と
、私
は
不
思
議
に
思

い
な
が
ら
、見
違
え
る
程
盛
装
し
た
友

の
様
子
を
ま
ぶ
し
そ
う
に
見
上
げ
た
。 

 
こ
れ
以
前
に
は
な
い
言
葉
な
の
だ

が
、
時
代
小
説
に
は
頻
出
す
る
。 

「
信
頼
」
も
、
そ
う
。
こ
れ
は
明
治
三

十
三
年
に
徳
富
蘆
花
が
発
表
し
た『
思

い
出
の
記
』の
中
で
次
の
よ
う
に
使
っ

た
造
語
。 

 
清
磨
君
を
得
て
、野
田
家
は
ま
さ
し

く
復
興
時
代
に
入
っ
て
い
る
。着
実
真

率
な
清
磨
君
の
人
物
は
、知
事
議
員
農

商
課
の
吏
員
よ
り
居
村
の
老
翁
老
媼

に
到
る
ま
で
、交
渉
す
る
程
の
者
の
信

頼
を
博
し
て
、野
田
家
の
新
主
人
の
名

は
大
分
県
内
に
広
ま
っ
て
い
る
。 

時
代
小
説
に
使
う
な
ら
『
史
記
』
の

「
張
良
伝
」
に
出
て
く
る
「
信
用
」
か

『
後
漢
書
』
の
「
蔡
琰
伝
」
に
出
て
く

る
「
聊
頼
」
だ
ろ
う
。 

   『
蟻
地
獄
』（
富
樫
倫
太
郎
）
を
読
ん

で
、
呆
れ
果
て
た
の
で
、
敢
え
て
名
指

し
で
書
く
。 

 
こ
れ
だ
け
時
代
考
証
が
出
鱈
目
な

作
品
に
は
、
滅
多
に
出
会
わ
な
い
。
私

が
読
ん
だ
中
で
は
ワ
ー
ス
ト
３
に
入

る
（
も
う
１
作
は
伊
東
潤
『
義
烈
千
秋
 

天
狗
党
西
へ
』
で
、
こ
れ
は
後
述
） 

 
出
鱈
目
そ
の
１
。裏
長
屋
に
玄
関
が

あ
る
。
馬
鹿
も
程
々
に
し
て
ほ
し
い
。

玄
関
は
御
目
見
以
上
の
苗
字
帯
刀
身

分
で
な
い
と
許
さ
れ
な
い
。町
奉
行
所

同
心
の
家
に
さ
え
、
玄
関
は
、
な
い
。

腰
高
障
子
の
玄
関
と
は
笑
止
の
極
み
。 

『
為
吉
』（
宇
江
佐
真
理
）
で
も
、
町

奉
行
所
同
心
の
家
に
玄
関
が
あ
る
設

定
で
書
か
れ
て
い
た
が
。 

 
出
鱈
目
そ
の
２
。
人
相
書
き
に
、
あ

た
か
も
似
顔
絵
が
描
か
れ
て
い
る
よ

う
な
書
き
方
。江
戸
時
代
の
人
相
書
き

は
、
ど
こ
そ
こ
に
黒
子
や
痣
が
あ
る
、

耳
朶
の
形
状
は
、
こ
う
で
、
と
い
っ
た

文
字
情
報
だ
け
で
絵
は
な
い
。 

 
人
相
書
き
に
似
顔
絵
が
あ
る
の
は
、

テ
レ
ビ
時
代
劇
で
、こ
れ
は
視
聴
者
サ

ー
ビ
ス
だ
が
、そ
れ
を
真
に
受
け
た
と

し
か
思
え
な
い
。 

 
テ
レ
ビ
時
代
劇
の
時
代
考
証
が
間

違
い
だ
ら
け
な
の
は
常
識
だ
ろ
う
。 

 
出
鱈
目
そ
の
３
。卓
袱
台
が
出
て
く

る
が
、卓
袱
台
は
明
治
時
代
の
後
半
に

出
回
っ
た
家
具
で
、江
戸
時
代
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
。 

 
 
出
鱈
目
そ
の
４
。昭
和
十
九
年
の
サ

ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
の
造
語
の
「
頑
張
る
」

の
乱
発
。
台
詞
に
頻
出
す
る
だ
け
に
、

全
く
い
た
だ
け
な
い
。「
が
ん
ば
る
」

は
江
戸
時
代
は「
眼
張
る
」の
表
記
で
、

歌
舞
伎
役
者
が
舞
台
で
、両
眼
を
カ
ッ

と
極
限
ま
で
見
開
い
て
見
得
を
切
る

意
味
だ
っ
た
。 

 
出
鱈
目
そ
の
５
。「
週
間
」
が
出
て

き
た
が
、「
週
間
」
は
明
治
八
年
の
太

政
官
布
告
で
初
め
て
使
わ
れ
た
造
語
。

江
戸
時
代
な
ら
「
七
日
」
と
書
か
な
け

れ
ば
。 

 
出
鱈
目
そ
の
６
。「
一
時
間
」
と
か

「
三
十
分
」
と
出
て
き
て
、
こ
れ
に
も

呆
れ
た
。こ
れ
は「
半
刻
」「
四
半
刻
」

で
な
け
れ
ば
。 

 
で
、
次
に
『
義
烈
千
秋
 
天
狗
党
西

へ
』
（
伊
東
潤
）
に
つ
い
て
。 

 
こ
の
人
は
時
代
考
証
本
を
何
冊
も

書
い
て
い
る
く
せ
に
、時
代
考
証
が
出

鱈
目
。 

 
歴
史
時
代
作
家
ク
ラ
ブ
賞（
作
品
賞
）

受
賞
作
だ
が
、い
っ
た
い
選
考
委
員
は

何
を
見
て
い
る
。 

 
女
が
三
つ
指
を
突
い
て
い
る
の
が

Ｎ
Ｇ
。
三
つ
指
を
突
く
の
は
、
そ
も
そ

も
吉
原
の
遊
女
が
始
め
た
作
法
で
、極

め
て
不
作
法
な
挨
拶
と
さ
れ
る
。両
手

を
「
ハ
」
の
字
状
に
し
て
掌
を
し
っ
か

り
床
に
着
け
、額
を
床
す
れ
す
れ
ま
で

下
げ
る
の
が
最
も
礼
儀
正
し
い
作
法

（
小
笠
原
流
）。
三
つ
指
を
突
く
の
が

丁
寧
な
礼
儀
だ
と
思
い
違
い
を
し
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
。 

 
平
岩
弓
枝
さ
ん
も
、『
御
宿
か
わ
せ

み
』
の
中
で
、
女
主
人
公
の
「
る
い
」

に
三
つ
指
を
突
か
せ
て
い
た
が
、遊
女

上
が
り
な
ら
イ
ザ
知
ら
ず
、武
家
育
ち

（
る
い
の
実
家
は
町
奉
行
所
同
心
）で

三
つ
指
を
突
く
な
ど
、
有
り
得
な
い
。 

『
義
烈
千
秋
 
天
狗
党
西
へ
』に
戻
る

と
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
造
語
の
「
戦

惨
憺
た
る
時
代
考
証
間
違
い 

他
愛
な
い
間
違
い 

 
こ
れ
は
他
の
時
代
小
説
作
家
の
作

品
に
も
頻
出
す
る
。
最
悪
は
、
戦
国
時

代
の
物
語
に
ま
で
卓
袱
台
が
出
て
き

た
作
品（
角
川
春
樹
小
説
賞
特
別
賞
受

賞
作
の
鈴
木
英
治
「
義
元
謀
殺
」）。 

、
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線
」「
前
線
」
も
出
て
き
た
。 

 
江
戸
時
代
は
年
を
取
る
の
は
正
月

で
、誕
生
日
で
は
な
い
。そ
れ
な
の
に
、

誕
生
日
に
年
齢
を
重
ね
た
よ
う
に
書

い
て
あ
る
。こ
ん
な
の
は
時
代
小
説
作

家
に
は
常
識
の
は
ず
で
、呆
れ
果
て
た
。 

 
太
陰
暦
の
時
代
（
明
治
五
年
末
）
ま

で
は
、生
ま
れ
た
瞬
間
を
一
歳
と
し
た
。

例
え
ば
大
晦
日
の
除
夜
の
鐘
が
鳴
り

始
め
た
時
に
生
ま
れ
た
子
は
、生
ま
れ

た
瞬
間
が
一
歳
で
、鳴
り
終
わ
っ
た
瞬

間
に
二
歳
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
一
年

後
の
正
月
で
三
歳
。 

 
古
代
中
国
も
太
陰
暦
を
使
用
し
て

い
た
の
で
、
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
。

「
安
史
の
乱
」の
叛
乱
軍
の
主
人
公
の

安
禄
山（
紀
元
七
〇
五
年
〜
七
五
七
年
）

と
、
副
主
人
公
の
史
思
明
（
紀
元
七
〇

四
年
〜
七
六
一
年
）
に
関
し
て
『
旧
唐

書
』
に
残
っ
て
い
る
。 

 
史
思
明
の
ほ
う
が
安
禄
山
よ
り
も

一
歳
の
年
長
だ
が
、
誕
生
日
は
実
は
、

一
日
し
か
違
わ
な
か
っ
た
。 

 
一
日
し
か
違
わ
な
か
っ
た
こ
と
は

『
旧
唐
書
』
に
「
史
思
明
（
中
略
）
安

祿
山
同
郷
里
、
先
祿
山
一
日
生
、
思
明

除
日
生
、
祿
山
歳
日
生
」
と
書
か
れ
て

い
る
。「
除
日
」は
大
晦
日
で
、「
歳
日
」

は
元
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
こ
の
時
点
で
、
読
む
の
を
止
め
た
。 

『
悪
左
府
の
女
』に
は
、「
さ
ぼ
る
」

が
出
て
き
て
、
こ
れ
に
も
呆
れ
た
が
。

平
岩
弓
枝
さ
ん
の
『
御
宿
か
わ
せ
み
』

に
も
「
さ
ぼ
る
」
が
出
て
き
た
と
こ
ろ

を
み
る
と
、「
さ
ぼ
る
」
が
外
来
語
だ

と
知
っ
て
い
な
い
作
家
が
多
い
と
見

え
る
。「
さ
ぼ
る
」は
フ
ラ
ン
ス
語「
サ

ボ
タ
ー
ジ
ュ
す
る
」を
短
縮
し
た
外
来

語
で
、太
平
洋
戦
争
以
降
に
一
般
化
し

た
言
葉
で
あ
る
。（
時
代
考
証
家
） 

 

    
  

 

昨
年
２
月
、ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
た
。世
界
戦
争
へ
の
恐
れ
も

あ
る
中
、
侵
攻
後
わ
ず
か
２
ヶ
月
で
、

イ
タ
リ
ア
の
出
版
社
が『
キ
ー
ウ
の
月
』

と
い
う
本
を
出
し
た
。
キ
ー
ウ
と
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
の
名
前
で
あ
る
。

小
さ
な
絵
本
に
、出
版
に
携
わ
る
人
々

の
反
戦
へ
の
熱
意
を
感
じ
た
。 

 
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
い
は
、

助
け
合
い
を
表
現
し
た
ロ
シ
ア
民
話

『
大
き
な
か
ぶ
』と
共
生
を
表
現
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話
『
て
ぶ
く
ろ
』
が
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
引
き
合
い
に
出

さ
れ
た
。
絵
本
や
ア
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
は

武
器
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、人
々
の

心
の
中
に
染
み
込
む
力
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。 

 
私
は
、リ
ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
で
ポ
ー

ラ
ン
ド
在
住
の
ス
タ
シ
ス
・
エ
イ
ド
リ

ゲ
ー
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
の
作
品
で
、背
中
と

羽
が
戦
闘
機
の
よ
う
に
硬
そ
う
な
鳥

が
、緑
の
山
野
に
休
ん
で
い
る
鳥
を
襲

っ
て
い
る
絵
を
見
た
時
に
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
て
き
た
ロ
シ
ア
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
絵
本
『
戦
い
と
平
和
の
う
ず

絵
本
は
、
絵
本
作
家
が
一
人
で
、
文

と
絵
の
両
方
を
行
う
場
合
が
多
い
が
、

物
語
が
あ
っ
て
、そ
れ
に
美
術
家
が
絵

を
描
く
場
合
も
あ
れ
ば
、絵
が
初
め
に

あ
っ
て
、そ
れ
に
作
家
が
言
葉
を
つ
け

る
場
合
も
あ
る
。『
戦
い
と
平
和
の
う

ず
ま
き
』
は
、
後
者
の
例
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。ス
タ
シ
ス
の
作
品
群

か
ら
、
私
が
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
作
品

を
選
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

          

ス
タ
シ
ス
は
、
絵
画
の
み
で
な
く
、

写
真
、
彫
刻
、
舞
台
装
置
な
ど
多
様
に

表
現
す
る
。顔
の
作
品
も
よ
く
作
っ
て

い
る
が
、壊
さ
れ
た
壁
に
よ
り
で
き
た

顔
は
、ま
さ
し
く
攻
撃
さ
れ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
街
そ
の
も
の
に
見
え
る
。爆
撃

を
受
け
、街
に
残
さ
れ
た
建
物
が
絞
り

出
す
よ
う
な
声
で
語
っ
て
く
る
。 

 

壊
さ
れ
た
私
た
ち
で
も
伝
え
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。戦
い
か
ら
戻
っ
て

こ
な
い
息
子
を
待
ち
続
け
る
お
ば

あ
さ
ん
の
こ
と
。赤
ん
坊
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
、ま
だ
知
ら
な
い
若
者
に

見
せ
よ
う
と
、胸
に
紐
で
く
く
り
つ

け
、
走
っ
て
い
っ
た
少
女
の
こ
と
。 

  

十
二
画
面
に
は
、一
本
の
パ
ス
テ
ル

を
持
ち
、「
私
た
ち
人
間
は
、
戦
闘
機

鳥
の
力
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
確
か
で

強
い
目
の
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
、
厳
し
い
目
で
世
界
を
見

つ
め
て
い
る
ス
タ
シ
ス
が
い
る
。 

十
五
画
面
で
は
、月
が
優
し
い
目
に

な
っ
て
、静
か
な
川
面
を
照
ら
し
て
い

る
。村
人
の
家
の
明
か
り
が
僅
か
に
見

え
る
。
子
ど
も
た
ち
が
、
お
母
さ
ん
に

「
も
っ
と
本
を
読
ん
で
」と
お
願
い
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

ほ
か
に
ス
タ
シ
ス
〜
中
川
の
絵
本

に
は
、『
ス
タ
シ
ス
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ

仮
面
』（
岩
崎
書
店
）、『
コ
ロ
ナ
・
エ

ポ
ッ
ク
』（
水
声
社
）、『
森
の
子
レ
オ
』

（
水
声
社
）
な
ど
が
あ
る
。 

 
    

 

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
戦
後
元
年
で
す
。

2019

年
以
来
、
世
界
を
翻
弄
し
続
け

た
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
収
ま
り
、私

た
ち
の
暮
ら
し
も
社
会
的
な
営
み
も

正
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。７

月
１
日
の
関
東
同
窓
会
の
総
会
も
４

年
ぶ
り
に
懇
親
会
を
合
わ
せ
て
開
か

れ
ま
し
た
。懇
親
会
の
無
い
総
会
な
ん

て
黒
は
ん
ぺ
ん
の
無
い
お
で
ん
鍋
み

た
い
な
も
の
で
し
た
か
ら
、今
回
は
２

０
０
人
近
い
参
加
者
と
一
緒
に
懇
親

会
を
お
お
い
に
楽
し
ん
だ
の
は
私
だ

け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
の

数
年
、コ
ロ
ナ
の
お
蔭
で
様
々
な
会
合

が
中
止
や
延
期
に
な
り
、友
と
の
顔
合

わ
せ
も
な
ら
ず
、人
間
関
係
が
希
薄
に

な
っ
た
と
い
う
実
感
で
し
た
。こ
れ
か

ら
は
同
期
会
や
職
場
の
О
Ｂ
会
や
男

の
料
理
教
室
や
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
や

ら
ご
無
沙
汰
し
た
会
合
に
せ
っ
せ
と

顔
を
出
し
、久
し
ぶ
り
に
会
う
友
と
久

闊
を
叙
し
、旧
交
を
温
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

異
業
種
交
流
会
と
い
え
ば
、私
の
友

人
に
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
卒
業
生

が
い
ま
し
て
、浦
和
高
校
と
い
え
ば
明

治
28
年
の
創
立
、
静
高
と
同
様
い
わ

ゆ
る
１
県
１
校
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー

ル
で
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
も
静
高
そ
っ

く
り
で
す
。
そ
の
彼
が
、
浦
高
同
窓
会

（
麗
和
会
）に
は
職
域
交
流
会
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、同
じ
職
業
に
携
わ
る
卒

業
生
が
交
流
懇
親
す
る
会
が
い
く
つ

か
あ
る
。去
年
は
金
融
界
と
商
社
界
を

職
場
と
す
る
卒
業
生
た
ち
が
交
流
す

る
会
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
金
融

麗
和
会
」「
商
社
麗
和
会
」
と
名
付
け

て
定
期
的
に
集
ま
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

実
は
、
私
は
、
異異
業業
種種
交
流
会
が
あ

れ
ば
同同
業業
種種
交
流
会
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
の

で
す
。
そ
こ
で
、
友
人
に
浦
高
同
窓
会

の
会
報
誌
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
誌
面
で
は
同
業
種
交
流
会
の
趣

旨
と
し
て「
同
窓
会
の
会
員
に
は
同
じ

職
域
で
働
い
て
い
る
同
窓
生
が
多
々

い
る
。同
業
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
同
士
で

は
あ
る
が
、
そ
こ
は
浦
高
О
Ｂ
、
腹
を

 

ま
き
』（
エ
ル
く
ら
ぶ
 
千
八
百
円
＋

税
）
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、関
東
同
窓
会
で

は
総
会
の
ほ
か
に
も
、「
卒
業
○
○
年

の
会
」
と
か
「
異
業
種
交
流
会
」
と
か

「
各
期
幹
事
会
」な
ど
様
々
な
集
ま
り

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
５
月
に

行
わ
れ
た
第
30
回
「
異
業
種
交
流
会
」

で
は
弁
護
士
、銀
行
マ
ン
、商
社
マ
ン
、

Ｉ
Ｔ
企
業
マ
ン
、
元
外
交
官
、
作
家
、

な
ど
多
士
済
々
、更
に
は
就
活
中
の
大

学
生
な
ど
を
含
め
て
21
名
の
同
窓
生

が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
楽
し

さ
を
後
輩
に
語
り
、悩
み
を
先
輩
に
打

ち
明
け
、同
窓
会
な
ら
で
の
有
意
義
な

集
ま
り
だ
っ
た
と
き
き
ま
す
。
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た
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窓
会
、
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れ
ど
同
窓
会
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友
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セ
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中
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素
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期　

浦
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割
っ
て
お
互
い
情
報
交
換
を
し
、仕
事

上
の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、共
に
職
業

人
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
こ
う
。こ
れ
も

同
窓
会
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
」。
同

会
報
誌
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、2019

年
に
創
設
さ
れ
た
「
宇
宙
麗
和
会
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
職
域
交
流
会
が
あ

り
ま
す
。会
員
は
宇
宙
開
発
に
関
わ
る

研
究
者
や
そ
れ
を
支
え
る
企
業
マ
ン

な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、ロ
ケ
ッ
ト

市
場
の
現
状
や
将
来
の
展
望
を
語
り

合
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、「
金

融
麗
和
会
」
は
銀
行
、
保
険
、
証
券
な

ど
金
融
界
を
職
場
と
す
る
同
窓
生
が

集
ま
り
、各
企
業
を
越
え
た
浦
高
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
い
う
狙
い

だ
そ
う
で
す
。同
業
者
同
士
の
集
ま
り

で
あ
れ
ば
、お
互
い
自
社
の
秘
密
情
報

の
扱
い
な
ど
難
し
い
側
面
が
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
若
手
、
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン

が
そ
の
職
業
の
現
状
や
抱
え
て
い
る

問
題
点
な
ど
を
忌
憚
な
く
語
り
合
え

る
場
に
な
る
と
す
れ
ば
、意
義
深
い
同

窓
会
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
革
命

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
と
労
働
市
場
や

職
場
環
境
が
様
変
わ
り
し
よ
う
と
し

て
い
る
時
代
で
す
。集
ま
る
会
員
の
関

心
は
高
い
と
言
い
ま
す
。浦
高
同
窓
会

で
は
こ
の
他
に
も
職
域
や
地
域
や
、ま

た
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
を
共
に
す
る
同
窓

生
の
集
ま
り
は
29
を
数
え
、
そ
れ
ぞ

れ
年
１
回
は
会
を
開
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。 

浦
和
高
校
同
窓
会
の
試
み
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て

ホ
ッ
と
し
た
今
、私
た
ち
関
東
同
窓
会

も
同
窓
会
と
い
う
組
織
と
あ
な
た
自

身
の
活
性
化
の
た
め
に
、知
恵
と
行
動

力
を
発
揮
し
て
新
し
い
集
ま
り
を
考

え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

     

 

静
高
関
東
同
窓
会
の
有
志
に
よ
る

岩
手
ツ
ア
ー
を
６
月
10
・
11
日
に
行

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３
年
間
の
中

断
を
経
て
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
外
国

人
ら
観
光
客
が
戻
る
中
、盛
岡
で
は
チ

ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
を
見
学
し
、三
陸
の

釜
石
市
や
大
槌
町
で
は
東
日
本
震
災

か
ら
12
年
を
経
過
し
た
復
興
の
現
状

や
課
題
を
見
聞
し
た
。 

岩
手
ツ
ア
ー
は
震
災
復
興
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「Save Iw

ate
」
を
運
営
す
る
寺
井

良
夫
氏(

92
期)
の
陣
中
見
舞
い
も
兼

ね
、
２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た
。
今
年

は
87
〜
94
期
の
14
人
が
参
加
し
た
。 

今
年
の
目
玉
の
一
つ
は
盛
岡
。米
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
年
初
、「
２
０
２
３

年
に
訪
問
す
べ
き
世
界
52
カ
所
」
の

２
番
目
に
盛
岡
を
紹
介
。世
界
の
注
目

を
集
め
た
。 

折
し
も
ツ
ア
ー
初
日
は
チ
ャ
グ
チ

ャ
グ
馬
コ
の
開
催
日
。コ
ロ
ナ
の
規
制

も
緩
和
さ
れ
、街
に
は
観
光
客
が
戻
っ

て
い
た
。華
や
か
に
着
飾
っ
た
約
１
０

０
頭
の
馬
が
鈴
の
音
を
鳴
ら
し
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
く
様
は
風
情
溢
れ
、

初
夏
の
日
差
し
が
眩
し
か
っ
た
。 

宮
沢
賢
治
の
足
跡
が
残
る
材
木
町

界
隈
や
盛
岡
城
址
公
園
を
歩
き
、北
上

川
や
支
流
の
中
津
川
の
河
川
敷
で
自

然
を
楽
し
ん
だ
。名
物
の
わ
ん
こ
そ
ば

に
も
挑
戦
し
、何
と
５
人
が
百
杯
を
達

成
。
優
勝
は
新
村
敏
雄
氏(

94
期)

の 

１
１
６
杯
だ
っ
た
。 

◆
震
災
の
語
り
部 

車
４
台
に
分
乗
し
て
三
陸
地
区
を

訪
れ
た
。２
０
１
６
年
以
来
の
訪
問
と

な
っ
た
大
槌
町
で
は
、津
波
被
害
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た
旧
役
場
が
２

０
１
９
年
に
解
体
。跡
地
に
地
蔵
と
記

念
碑
が
並
ん
で
い
た
。地
域
の
高
速
道

路
は
整
備
さ
れ
、街
の
イ
ン
フ
ラ
の
建

設
は
進
ん
だ
が
、高
齢
化
や
人
口
減
少

な
ど
の
課
題
も
聞
い
た
。 

釜
石
市
の
鵜
住
居
で
は
、被
災
地
の

宿
と
し
て
有
名
な
「
宝
来
館
」
に
泊
ま

っ
た
。女
将
さ
ん
は
震
災
の
語
り
部
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。三
重
県
の
尾
鷲
か

ら
消
防
団
の
方
々
が
防
災
研
修
の
一

環
で
訪
れ
て
お
り
、一
緒
に
話
を
う
か

が
っ
た
。 

震
災
後
に
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

支
援
へ
の
感
謝
、な
お
続
く
困
難
な
課

題
、苦
し
く
て
も
語
り
継
い
で
い
く
覚

悟…

参
加
者
は
静
か
に
聞
き
入
っ
た
。

話
の
最
後
に
地
元
の
小
中
学
生
が
花

火
大
会
に
寄
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
て
く
れ
た
が
、そ
こ
に
は
地
域
復

興
だ
け
で
な
く
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
」な
ど
世
界
を
見
据
え
た
願
い
も
多

く
、
印
象
的
だ
っ
た
。 

 ◆
新
企
画
で
キ
ャ
ン
プ 

今
回
は
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、６
月

８
・
９
日
に
２
泊
の
キ
ャ
ン
プ
を
企
画

し
た
。参
加
者
８
人
が
向
か
っ
た
の
は

25
年
前
に
廃
校
に
な
っ
た
盛
岡
市
南

東
郊
外
の「
旧
根
田
茂
小
学
校
」。Save 

Iw
ate

が
ク
ル
ミ
を
栽
培
す
る
畑
に
程

近
く
、ク
ル
ミ
の
実
や
籠
細
工
用
の
木

皮
を
保
管
し
て
い
る
。旧
校
舎
は
古
い

が
、
自
炊
し
て
寝
る
に
は
十
分
だ
。 

初
日
は
車
で
１
時
間
ほ
ど
の
場
所

で
根
曲
が
り
竹(

タ
ケ
ノ
コ)

を
二
百
本

ほ
ど
採
集
。
夜
は
ウ
ド
、
フ
キ
、
タ
ラ

の
芽
な
ど
と
共
に
天
婦
羅
や
直
焼
き

で
東
北
の
旬
味
を
満
喫
し
た
。翌
日
は

渓
流
釣
り
を
し
た
り
、校
舎
の
清
掃
や

ク
ル
ミ
の
皮
む
き
作
業
に
勤
し
ん
だ
。 

 ◆
秋
に
は
鎌
倉
の
神
楽
に
集
結 

８
月
、ツ
ア
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

で
寺
井
氏
に
連
絡
す
る
と
珍
し
く
反

応
が
遅
い
。
聞
け
ば
、
秋
田
の
大
雨
被

害
の
支
援
に
入
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
災
害
支
援
に
機
敏
に

対
応
し
て
い
る
様
子
を
垣
間
見
た
。 

10
月
７
・
８
日
に
は
、
鎌
倉
の
建

長
寺
で
「
岩
手
県
郷
土
芸
能
祭in

鎌

倉
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
出
演
は

花
巻
市
の
石
鳩
岡
神
楽
。芸
能
祭
に
は

Save Iw
ate

も
関
わ
っ
て
お
り
、
ツ

ア
ー
参
加
者
を
含
め
静
高
関
東
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
集
合
。神
楽
鑑
賞
の
一
方
、

舞
台
設
営
な
ど
を
手
伝
っ
た
。演
者
ら

と
酌
を
交
わ
す
機
会
も
得
た
。神
楽
の

奥
深
さ
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
、

全
国
各
地
の
支
援
者
、
人
々
の
絆
｜

 

新
た
な
学
び
は
今
年
も
多
か
っ
た
。 

 
              

                                        

 
大槌町の旧町役場跡。津波で 28 人の犠牲 

者を出した旧庁舎は 2019 年に解体した。 
新企画のキャンプを行った旧根田茂小校舎の前で。 チャグチャグ馬コを見学する観光客ら。 

４年ぶりに観覧制限なしで行われた。 

 
鵜住居中心部の慰霊追悼施設で。防災学習や

観光交流施設と共に 2019 年開設した。 
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４
年
ぶ
り
の
岩
手
ツ
ア
ー

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
盛
岡
を
散
策

三
陸
で
復
興
の
現
状
・
課
題
を
見
聞

92
期 

永
田
俊
介

・
日
下　

淳



 

慶
應
義
塾
高
の
夏
甲
子
園
優
勝
に

あ
た
り
、百
七
年
前
の
大
正
５
年
に
同

校
が
全
国
初
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、そ

の
前
年
秋
に
静
中
に
試
合
に
来
て
静

中
に
大
勝
し
て
い
る
。こ
の
時
期
の
本

校
は
、野
球
部
迫
害
受
難
時
代
を
前
代

後
代
未
聞
の
全
校
ス
ト
ラ
イ
キ
で
乗

り
切
っ
て
、
校
歌
「
岳
南
健
児
六
百
の

〜
」
を
定
め
る
復
興
回
復
期
で
、
野
球

部
黄
金
時
代
の
前
夜
だ
。全
国
一
流
の

慶
應
普
通
部
に
大
敗
し
た
試
合
で
、唯

一
静
中
の
リ
リ
ー
フ
と
し
て
強
打
線

を
抑
え
た
13
歳
の
剛
速
球
大
型
新
人

投
手
こ
そ
、
後
の
国
鉄
総
裁
、
戦
後
史

の
謎
、悲
劇
の
迷
宮
を
象
徴
す
る
下
山

定
則
投
手
そ
の
人
だ
っ
た
。大
正
５
年
、

14
期
の
遊
撃
手
で
後
の
甲
子
園
優
勝

天
才
監
督
加
藤
周
蔵
が
養
父
家
の
跡

取
り
の
た
め
横
浜
か
ら
静
岡
に
帰
還

し
、
新
鋭
下
山
等
を
見
て
「
静
中
を
強

く
し
た
い
」と
思
っ
て
百
七
年
目
の
夏

に
慶
應
は
再
び
全
国
優
勝
し
、本
校
は

夏
秋
初
戦
負
け
の
公
立
に
転
落
し
た
。 

歴
史
に
は
分
岐
点
が
あ
り
、山
や
谷

が
あ
り
浮
き
沈
み
が
あ
る
。
昭
和
14

年
秋
に
全
盛
期
の
島
田
商
に
敗
れ
た

際
、島
商
育
て
の
親
の
実
業
家
鈴
木
金

苗
（
静
中
24
期
）
が
静
中
ナ
イ
ン
を

自
邸
に
食
事
に
招
き
涙
を
流
し
て「
自

分
は
静
中
に
勝
る
島
商
を
育
て
た
。だ

が
、
今
一
度
、
島
商
を
打
ち
破
る
静
中

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
語
り
、
本
校
一

同
は
低
頭
し
た
ま
ま
黙
食
し
た
と
云

う
。
昭
和
42
年
に
一
年
間
出
場
停
止

と
な
っ
た
時
は
、バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
新

築
し
、学
校
を
挙
げ
て
希
望
の
歌
を
作

っ
た
。
昭
和
45
年
高
松
商
に
０
対
16

で
負
け
、こ
っ
そ
り
と
用
宗
駅
で
電
車

を
降
り
帰
っ
た
ナ
イ
ン
を
美
術
の
大

村
政
男
部
長
先
生
が
迎
え
、関
係
者
が

結
束
し
て
中
学
三
年
生
の
植
松
水
野

白
鳥
等
を
ス
カ
ウ
ト
す
る
。平
成
中
期

に
常
葉
勢
に
負
け
続
け
た
後
に
裁
量

枠
制
度
の
活
用
で
再
挑
戦
し
た
。つ
ま

り
、常
に
危
機
か
ら
自
然
に
復
活
し
た

の
で
は
な
く
、
本
校
関
係
者
・
支
援
者

等
が
方
策
を
打
ち
立
て
復
活
さ
せ
て

き
た
の
だ
。
今
、
新
た
な
る
危
機
を
受

け
止
め
、皆
が
力
を
合
わ
せ
て
難
局
に

立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
出
足
の
新
チ
ー
ム
自
体
は
、驚

く
べ
き
こ
と
に
、夏
秋
の
大
会
が
消
え

た
７
月
〜
９
月
の
練
習
試
合
で
歴
代

最
高
水
準
成
績
（
31
勝
５
敗
４
分
・

総
得
点
329
総
失
点
117
）
を
挙
げ
、
選

手
は
優
れ
て
い
る
。二
刀
流
エ
ー
ス
中

野
桜
佑
の
安
定
し
た
投
球
セ
ン
ス
、華

麗
な
投
球
フ
ォ
ー
ム
か
ら
キ
レ
を
増

す
谷
脇
健
心
、快
速
球
主
体
で
押
す
増

田
煌
太
朗
、左
腕
吉
田
遥
孔
等
の
投
手

陣
は
、私
学
強
豪
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
、

ロ
ー
テ
と
継
投
で
勝
ち
抜
け
る
陣
容

だ
。先
頭
打
者
の
松
下
球
真
主
将
外
野

手
が
シ
ャ
ー
プ
果
敢
に
出
塁
し
、中
軸

の
和
田
琉
太
三
塁
手
・
中
野
投
手
内
野

手
・
漆
畑
穣
外
野
手
・
石
垣
拳
捕
手
等

の
力
強
い
ス
ウ
ィ
ン
グ
と
確
実
性
は
、

破
壊
力
と
い
う
言
葉
に
す
ら
値
す
る
。

松
下
緑
野
二
塁
手
・
石
橋
咲
人
遊
撃

手
・
竹
下
健
太
一
塁
手
等
も
一
流
の
攻

撃
と
守
備
が
見
込
め
る
好
選
手
で
あ

り
、控
え
の
植
松
堅
立
外
野
手（
90
期

精
一
選
手
の
孫
）
や
石
垣
大
輝
捕
手

（
本
校
史
上
初
の
三
代
目
野
球
部
員
）

等
二
年
一
年
生
計
30
人
で
切
磋
琢
磨

し
て
い
る
。 

こ
の
強
力
チ
ー
ム
が
猛
暑
下
に
練

習
試
合
で
大
勝
を
続
け
、万
全
確
実
と

見
ら
れ
た
秋
季
大
会
初
戦
で
常
葉
大

橘
に
１
対
４
で
敗
れ
た
こ
と
は
、野
球

と
い
う
競
技
の
意
外
性
、選
手
起
用
交

替
と
戦
術
の
難
し
さ
、危
険
予
知
力
と

緊
急
時
対
応
力
の
必
要
性
、王
者
に
い

さ
さ
か
の
迷
い
が
あ
れ
ば
挑
戦
者
に

一
気
に
攻
め
込
ま
れ
る
宿
命
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
る
が
、総
じ

て
言
え
る
の
は
原
因
に
関
わ
ら
ず
、関

係
者
皆
々
が
当
事
者
意
識
で
注
力
・
協

力
し
な
い
と
打
開
で
き
な
い
こ
と
だ
。

関
東
同
窓
生
が
事
態
を
見
守
っ
て
い

る
だ
け
で
は
、慶
應
や
大
阪
桐
蔭
等
に

勝
て
な
い
の
は
勿
論
、県
内
私
学
の
県

外
選
手
招
聘
路
線
に
も
な
か
な
か
勝

て
な
い
時
代
が
迫
っ
て
い
る
。 

９
月
の
本
校
庭
Ｇ
練
試
で
は
10
日

に
７
対
２
掛
川
西
（
裏
県
大
会
？
）

24
日
は
６
対
２
早
稲
田
実
（
神
宮
大

会
か
ら
七
年
振
り
）
30
日
に
２
対
１

中
京
大
中
京
と
、投
手
陣
の
快
投
と
中

軸
の
強
打
で
着
実
に
勝
っ
た
。 

岳
南
球
友
会
（
70
期
望
月
一
男
内

野
手
会
長
）
で
は
77
期
石
山
建
一
主

将
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
阪
神
岡
田
監
督
を

多
紙
誌
で
解
説
す
る
珠
玉
の
記
事
を

拝
読
、現
代
の
野
球
を
師
弟
で
創
造
す

る
石
山
理
論
を
学
び
10
月
に
球
友
セ

ミ
ナ
ー
を
再
開
す
る
。
12
月
17
日（
日
）

の
球
友
忘
年
会
で
は
、ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ

ー
マ
リ
テ
ス
安
原
＆
ハ
リ
ー
、人
気
ト

リ
オ
Ｏ
Ｂ
Ａ
、湘
南
エ
レ
キ
バ
ン
ド
等

球
友
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
総
出
演
で
、暖
か

く
和
や
か
に
、岳
南
野
球
復
活
を
祈
る

心
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
計
画
し
、同
窓
フ

ァ
ン
か
ら
の
お
問
合
せ
お
申
込
み
を

お
待
ち
し
ま
す
。 

                                   

                                   

岳南の熱海富士？！強打の和田琉太三塁手 

左腕吉田遥孔   快速増田煌太朗   キレの谷脇健心   二刀流中野桜佑 
7 月-9 月歴代最多 31 勝（夏秋大会無勝）の珍チーム 

慶應風応援の地方県立校（偏差値もそこそこ？） 

植松の孫の堅立は

将平っぽい？ 
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岳
南
の
秋
空
高
く

再
起
の
球
が
飛
躍
す
る
。

 
岳
南
球
友
会　

94
期　

松
永　

啓



 

前
号
会
報
が
皆
様
に
一
斉
に
到
着

し
た
そ
の
日
、
会
費
納
入
の
38
％
の

方
が
、関
東
同
窓
会
専
用
の
オ
ン
ラ
イ

ン
決
済
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。日
が
経
つ

に
つ
れ
て
払
込
票
で
の
利
用
率
に
押

さ
れ
平
均
11
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
は
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

で
の
現
金
手
数
料
等
、一
切
の
手
数
料

が
掛
か
り
ま
せ
ん
の
で
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

当
会
は
、
皆
様
か
ら
の
年
会
費
・
会

報
掲
載
広
告
代
で
の
ご
支
援
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。総
会
を
初
め

会
議
や
異
業
種
交
流
会
な
ど
、都
内
の

会
場
を
お
借
り
し
た
り
、な
る
べ
く
参

加
し
や
す
い
懇
親
会
費
を
設
定
し
Ｏ

Ｂ
交
流
の
場
を
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
企
画
・
実
施
を
し
て
い
ま
す
。
お

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

       

【
決
済
方
法
】 

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド 

・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
（
ペ
イ
ジ
ー
） 

・
コ
ン
ビ
ニ
店
頭
払
い 

・
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
「
支
払
秘
書
」 

◎
銀
行
オ
ン
ラ
イ
ン
送
金
も
歓
迎
致

し
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
、
み

ず
ほ
ダ
イ
レ
ク
ト
な
ど
に
ご
加
入
の

方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
ゆゆ
うう
ちち
ょょ
銀銀
行行  

〇
二
九
（
ゼ
ロ
ニ
キ
ュ
ウ
）
店 

当
座 

００
００
００
９９
９９
６６
９９  

★
みみ
ずず
ほほ
銀銀
行行 

江
戸
川
橋
支
店 

普
通 

８８
００
７７
８８
８８
６６
１１  

 

転
居
、
姓
名
変
更
、
新
規
入
会
、
退

会
等
、全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
所
変

更
フ
ォ
ー
ム
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま

す
。
ご
夫夫
婦婦
でで
会会
報報
をを
一一
通通
にに
おお
まま
とと

めめ
しし
たた
いい
方方
もも
コ
メ
ン
ト
欄
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
し
ま

す
。 

 
         

各
イ
ベ
ン
ト
は
本
会
報
の
他
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
静
中

静
高
関
東
同
窓
会
）、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
（
＠gakunan_kenji

））
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。記
事
内
容
に
よ
っ

て
各
ツ
ー
ル
の
特
長
を
生
か
し
た
振

り
分
け
発
信
を
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

会
活
動
の
記
録
と
な
る
記
事
を
中
心

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

          

 
◆
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
は
、
そ
の

時
に
流
れ
て
読
ま
れ
る
即
時
情
報
を
、

拡
散
も
期
待
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。 

                  

お
気
軽
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く 

だ
さ
い
。
ま
た
同 

窓
生
が
活
躍
し
て 

い
る
情
報
を
当
会 

へ
ぜ
ひ
お
寄
せ
く 

だ
さ
い
。 

 

◆Facebook

は
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、友
達
に

関
東
同
窓
会
の
認
知
を
し
て
い
た
だ

け
る
効
果
が
あ
り
、今
後
の
参
加
に
も

繋
が
り
ま
す
。 

           

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
流
し
た
い
小
ネ
タ
か
ら
、

会
報
へ
掲
載
し
た
い
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
費
・
お
問
合
せ
」

に
投投
稿稿
フフ
ォォ
ーー
ムム
が
あ
り
、
広
報
・
会

報
編
集
委
員
会
で
確
認
し
ま
す
。 

 
        

    

ひ
と
コ
マ
１
万
円
（
年
間
２
万
円
・

税
込
み
）
を
、
12
月
の
掲
載
を
確
認

後
、
一
括
で
広
告
主
様
に
順
次
、
請
求

書
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。（
支
払
口
座
は
み
ず
ほ
銀
行
で
す
） 

新
規
広
告
を
ご
希
望
の
方
は
広
告

画
像
デ
ー
タ
（
縦
横
比
＝
名
刺
相
当
）

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。ジ
ャ
ン
ル
不
問

で
す
。関
東
同
窓
会
運
営
の
収
入
源
と

し
て
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
  

発
行
日
の
２
か
月
前
に
原
稿
を
締

め
切
っ
て
お
り
ま
す
が
、近
年
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、会
報
発
行
後
ま
も

な
く
次
号
掲
載
予
定
の
原
稿
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
16
頁
内
に

な
る
べ
く
多
く
の
会
員
の
生
の
声
が

収
ま
る
よ
う
執
筆
者
の
皆
様
に
は
一

字
一
句
の
ご
推
敲
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、事
前
の
予
約
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
助
か
り
ま
す
。今
後
も
内
容
豊
富
な

会
報
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
会
報
編

集
委
員
会
） 

◆
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
閲閲
覧覧
状状
況況
（（
半半
年年
））  

今
年
度
上
期 

（
４
月
〜
９
月
） 

・
訪
問
者
：9,807

（
前
回6,649

）
人 

・
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
： 

41,338

（
前
回25,134

）
回  

Ｘのアカウントへ 

提携会社「ウェルネット」

社の決決済済手手続続きき画画面面へへ。

決済方法を選択したら案

内に沿って手続きをして

ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

広
告
休
載
の
ご
連
絡
は
、編
集
の
都

合
上
、会
報
発
行
の
２
ヶ
月
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
会会
員員
登登
録録

3,477

名
（
57
名
減
）

投
稿
フ
ォ
ー
ム

住
所
変
更
フ
ォ
ー
ム

原
稿
募
集

Ｓ
Ｎ
Ｓ

広
告
募
集

事
務
通
信

年
会
費
（
維
持
費
）
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
シ
ス
テ
ム
の

ご
利
用
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
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人とクルマの安全は私たちの願い

https://www.koito.co.jp

Lighting for Your Safety

静中静高同窓会（6・12月 発刊）
H100 x W180mm

国内工場：静岡、榛原、相良、富士川、九州

小糸静高会  会長  大嶽隆司（74期）

本 社：東京都品川区北品川5丁目1番18号   TEL:03-3443-7111

海外工場：USA、メキシコ、ブラジル、UK、チェコ、中国、台湾、
 タイ、インド、インドネシア、マレーシア

東京本社：東京都新宿区若葉 1-21-17 3F
TEL：（03）3221-7531　FAX：（03）3221-7240（〒160-0011）
大阪支社：兵庫県高砂市春日野町4-35 グランメェール435 1F
TEL：（079）447-1561　FAX：（079）447-1556（〒676-0814）
　　　　　　http://www.matech.co.jp/

代表取締役社長　松島　勤（84期）

非破壊検査のトータルサプライヤー

080-5580-2958 94
k30.ska-1213m@ezweb.ne.jp
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「何宗ですか？」「ハイ、皆之宗（みなのしゅう）です！」

建築・不動産活用などのご相談はどうぞ

ArchitectS Office

石 川 雅 英（94期）
Masahide     Ishikawa

〒108-0071 東京都港区白金台 3‐2‐16‐201
０ ３  ‐ ５ ４ ２ ２  ‐ ６ ５ ２ ５
a r c h i t e c t s o f f i c e @ c o t t o n . o c n . n e . j p
w w w . r v s t o n e . c o m

108-0071 東 京 都 港 区 白 金 台 3‐2‐16‐201
T 03‐ 5422 ‐ 6525     HP www.rvstone.com
a r c h i t e c t s o f f i c e @ c o t t o n . o c n . n e . j p

一級建築士事務所
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